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題

は
じ
め
に

一　

問
題
の
所
在
─
─
行
政
法
学
に
お
け
る
「
時
間
」
の
要
素

　

近
代
法
治
国
家
に
お
け
る
行
政
は
、
多
数
の
同
様
な
事
態
に
対
し
て
一

律
に
法
律
を
適
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な（

１
）い

。こ
の
要
請
に
応
え
る
た
め
に
、

法
治
主
義
な
い
し
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
が
形
成
さ
れ
、
発
展
さ
せ
ら

れ
て
き
た
。
法
治
主
義
な
い
し
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
は
、「
行
政
活
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動
の
予
測
可
能
性
や
法
的
安
定
性
の
確
保
を
図
る
と
い
う
モ
メ
ン（

２
）ト

」
に

基
礎
を
お
く
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
近
代
法
治
国
家
に
お
け
る
法
の
適
用

は
、
法
的
三
段
論
法
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
。
法
的
三
段
論
法
と
は
、

周
知
の
よ
う
に
、
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
範
を
大
前
提
、
具
体
的
事
実
（
要

件
事
実
）
を
小
前
提
と
し
、
法
規
範
に
事
実
を
あ
て
は
め
て
結
論
が
導
き

出
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ（

３
）る

。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
法
的
判
断

の
結
果
導
き
出
さ
れ
た
結
論
の
前
提
と
さ
れ
た
具
体
的
な
事
実
は
、
実
際

に
は
絶
え
ず
変
化
し
う
る
も
の
で
あ
る
。

　

許
認
可
な
ど
の
行
政
処
分
に
と
も
な
う
行
政
の
判
断
は
、
許
認
可
時
の

事
実
・
法
状
況
を
前
提
と
し
て
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
許
認
可
に
基

づ
く
行
政
な
い
し
市
民
の
行
動
は
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
許
認
可

時
の
状
況
と
そ
の
後
の
状
況
（
の
変
化
）
に
ズ
レ
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ

る
。
法
律
に
よ
る
行
政
の
原
理
に
よ
れ
ば
、
法
律
の
規
定
と
実
際
の
事
実

と
を
常
に
適
合
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
よ
う
な
ズ
レ
に
行
政
が
対
応
し
て
、
最
新
の

0

0

0

状
況
に
適
合
さ
せ
る
と
い

う
要
請
が
高
ま
る
と
い
え
る
。
と
く
に
、
処
分
時
に
は
認
識
し
え
な
か
っ

た
違
法
事
由
が
事
後
的
に

0

0

0

0

判
明
し
た
り
、
原
始
的
に
は
適
法
だ
っ
た
処
分

が
後
発
的
に

0

0

0

0

処
分
事
由
を
欠
い
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
う（

４
）る

。

　

一
連
の
も
ん
じ
ゅ
訴
訟
を
例
に
と
る
と
、
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
の
時

点
で
は
「
安
全
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
も
ん
じ
ゅ
が
、
実
際
に
は
、
原

子
炉
設
置
許
可
処
分
の
無
効
確
認
訴
訟
の
係
属
中
で
あ
っ
た
一
九
九
五
年

一
二
月
八
日
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
漏
洩
事
故
を
発
生
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
近
時
、
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
し
て
発
生
し
た
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
で
の
事
故
を
め
ぐ
っ
て
、
日
本
国
内
に
所
在
す
る
各
原
子
力
発
電

所
の
安
全
性
が
問
題
に
な
っ
て
い（

５
）る

。
す
な
わ
ち
、
原
子
力
発
電
所
の
敷

地
内
に
存
在
す
る
断
層
が
実
は
活
断
層
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が

少
な
く
な
い
原
子
力
発
電
所
に
つ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
仮
に
当
該
断
層

が
活
断
層
で
あ
っ
た
場
合
、
所
与
の
原
子
炉
設
置
許
可
処
分
に
つ
い
て
再

考
が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
も
、
こ
れ
ら
の
原
子
炉
設
置
許
可
に

つ
い
て
、
市
民
の
側
が
争
お
う
と
す
る
場
合
、
不
可
争
力
と
い
う
理
論
的

な
障
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
こ
と
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
処
分
取
消
争
訟
に

は
短
期
の
争
訟
提
起
期
間
が
法
定
さ
れ
て
い
る
。
処
分
に
つ
い
て
の
不
服

申
立
て
は
、
原
則
と
し
て
、
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か

ら
起
算
し
て
三
か
月
以
内（
行
政
不
服
審
査（

６
）法

第
一
八
条
第
一
項
本
文
）、

ま
た
は
、
処
分
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
以
内
（
行
政
不

服
審
査
法
第
一
八
条
第
二
項
本
文
）
で
あ
り
、
取
消
訴
訟
は
、
二
〇
〇
四

年
の
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
に
よ
り
延
長
が
な
さ
れ
た
も
の
の
、
処
分
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
六
か
月
以
内
（
行
政
事
件
訴
訟
法
第
一
四

条
第
一
項
本
文
）、
ま
た
は
、
処
分
等
の
日
か
ら
一
年
以
内
（
同
条
第
二

項
本
文
）
で
あ
る
。
こ
の
期
間
を
徒
過
し
て
し
ま
う
と
、
も
は
や
当
該
処
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分
の
瑕
疵
を
行
政
不
服
申
立
て
な
い
し
行
政
訴
訟
を
通
じ
て
争
う
こ
と
は

原
則
と
し
て
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、わ
が
国
の
行
政
法
学
な
い
し
行
政
法
理
論
に
つ
い
て
は
、

時
間
の
流
れ
、
と
り
わ
け
、
処
分
後
の
後
発
的
な
状
況
の
変
化
に
対
応
す

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
法
制
度
の
構
築
が
不
十
分

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
行
政
処
分
の
不

可
争
力
の
た
め
に
、
後
発
的
な
事
情
の
変
化
を
訴
訟
で
追
及
す
る
こ
と
が

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

難
し
い

0

0

0

こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

二�　

日
本
の
法
制
度
の
不
備
─
─
後
発
的
事
情
変
更
に
対
応
す

る
統
一
的
制
度
の
欠
如

　

も
っ
と
も
、
既
存
の
行
政
法
理
論
に
お
い
て
も
、
時
間
の
流
れ
、
と
り

わ
け
、
後
発
的
な
事
情
の
変
更
に
対
応
し
う
る
い
く
つ
か
の
法
制
度
な
い

し
法
理
論
が
存
在
す
る
が
、
そ
れ
ら
が
十
分
に
機
能
し
て
い
る
と
は
い
い

が
た
い
状
況
に
あ
る
。

　

第
一
に
、
行
政
行
為
の
撤
回
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
周
知
の
と
お

り
、行
政
行
為
の
撤
回
と
は
、瑕
疵
な
く
成
立
し
た
行
政
行
為
に
つ
い
て
、

そ
の
後
に
生
じ
た
事
情
（
後
発
的
事
由
）
を
理
由
と
し
て
、
当
該
行
政
行

為
の
効
力
を
失
わ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。こ
う
し
た
後
発
的
事
情
と
し
て
は
、

相
手
方
の
義
務
違
反
、
公
益
上
の
必
要
、
要
件
事
実
の
事
後
消
滅
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る（

７
）が

、
こ
の
こ
と
は
、
行
政
行
為
の
撤
回
が
時
間
の
経
過
に
対

応
し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
行
政
行
為
の
撤
回
が
時
間
の
経
過
に
十
分
に
対
応
し

う
る
も
の
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
撤
回
の
根
拠
に

つ
い
て
各
個
別
法
に
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
現
実
の
撤
回
権
行
使
の
要

件
は
当
該
個
別
法
令
の
解
釈
問
題
と
な
る（

８
）が

、従
前
の
学
説
に
お
い
て
は
、

相
手
方
の
義
務
違
反
、
公
益
上
の
必
要
、
要
件
事
実
の
事
後
消
滅
の
事
由

が
発
生
し
た
場
合
に
撤
回
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
許
さ
れ
る
と
し
て
、

そ
の
限
界
は
な
い
か
ど
う
か
が
問
題
と
さ
れ
て
き（

９
）た

。
そ
し
て
、
そ
う
し

た
議
論
に
お
い
て
、
と
り
わ
け
授
益
的
行
政
行
為
の
撤
回
に
つ
い
て
は
、

行
政
行
為
の
相
手
方
の
利
益
ま
た
は
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
性
が
説
か

れ
、
行
政
庁
の
撤
回
の
権
限
は
制
限
さ
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ

（
（1
（

る
。

　

ま
た
、
撤
回
権
を
留
保
し
た
行
政
行
為
を
発
す
る
と
い
う
方
法
も
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
も
、
行
政
行
為
の
相
手
方
の
利
益
ま
た
は
信
頼
を
保

護
す
る
要
請
が
妥
当
し
、
行
政
庁
が
後
発
的
事
由
に
機
能
的
に
対
応
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
一
定
の
困
難
が
伴
う
こ
と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
行
政
行
為
が
な
さ
れ
た
後
の
事
情
を
根
拠
と
し
て
、
当
該
行

政
行
為
の
取
消
し
な
い
し
変
更
を
求
め
る
義
務
付
け
訴
訟
（
行
政
事
件
訴

訟
法
第
三
条
第
六
項
第
一
号
）
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ

う
し
た
直
接
型
義
務
付
け
訴
訟
を
提
起
す
る
に
は
、
損
害
の
重
大
性
お
よ



行政行為に対する継続的権利救済に関する研究

北法65（4・5）799

び
補
充
性（
行
政
事
件
訴
訟
法
第
三
七
条
の
二
第
一
項
）が
必
要
と
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
要
件
が
厳
格
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

（
（1
（

る
。

　

第
三
に
、
許
認
可
等
に
つ
い
て
更
新
制
を
採
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
後
発
的
な
事
情
の
変
更
が
あ
っ
て
も
、
許
認
可
の
更
新
時
に
あ
ら
た

め
て
当
該
処
分
の
要
件
を
み
た
し
て
い
る
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

第
四
に
、行
政
行
為
に
期
限
等
の
附
款
を
付
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
更
新
制
に
つ
い
て
も
、
附
款
と
し
て
の
期
限
に
つ
い
て
も
、

定
め
ら
れ
た
時
期
が
到
来
す
れ
ば
、
い
っ
た
ん
与
え
ら
れ
た
許
認
可
等
が

再
考
さ
れ
る
余
地
が
あ
り
う
る
が
、
そ
う
し
た
時
期
の
到
来
を
ま
た
ず
し

て
事
情
や
状
況
が
変
化
す
る
こ
と
は
当
然
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

や
は
り
事
情
や
状
況
の
変
化
に
即
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
わ
ざ
る

を
え
な
い
。

　

第
五
に
、
事
情
変
更
原
則
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
情
変
更
原
則

と
は
、
主
に
契
約
法
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
概
念
で
あ
り
、
契
約
締
結
時

の
事
情
が
そ
の
後
大
き
く
変
化
し
て
、
当
初
の
契
約
内
容
の
ま
ま
で
履
行

さ
せ
る
の
で
は
公
平
に
反
す
る
と
感
じ
ら
れ
る
場
合
に
、
い
っ
た
ん
定
め

ら
れ
た
契
約
内
容
の
改
定
を
認
め
る
法
原
則
で
あ

（
（1
（

る
。
し
か
し
、
事
情
変

更
原
則
は
、
民
法
学
に
お
い
て
契
約
法
の
領
域
で
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
行
政
法
学
に
お
い
て
も
行
政
契
約
法
の
領
域
で
議
論
さ
れ
て
い
る
に

と
ど
ま
っ
て
い

（
（1
（

る
。

　

以
上
の
法
制
度
な
い
し
法
理
論
か
ら
さ
ら
に
、
次
の
点
が
問
題
と
し
て

浮
か
び
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
事
後
的
な
状
況
変
化
に
対
応

し
よ
う
と
す
る
法
制
度
は
い
く
つ
か
み
ら
れ
る
も
の
の
、
個
別
法
的

0

0

0

0

な
対

応
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
く
、
行
政
法
上
の
一
般
理
論
と
は
な
っ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

て
い
な
い

0

0

0

0

こ
と
（
状
況
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
法
制
度
の
適
用
場
面

が
極
端
に
狭
い
こ
と
）、
お
よ
び
、
権
限
庁
な
い
し
行
政
主
導
の
法
制
度

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

を
前
提
に
し
て
お
り
（
行
政
行
為
の
名
宛
人
や
第
三
者
が
主
導
す
る
法
制

度
は
直
接
型
義
務
付
け
訴
訟
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
）、
行
政

0

0

の
良
識
に
期
待
す
る
法
シ
ス
テ
ム

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
な
っ
て
い
る
こ
と
（
市
民
参
加
と
い

う
視
点
が
欠
け
て
い
る
こ
と
）、
で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
後
発
的
な
事
情
の
変
更
に
対
応
し
え
な

い
こ
と
を
前
提
と
す
る
議
論
も
あ
る
。
既
存
不
適
格
（
た
と
え
ば
、
建
築

基
準
法
第
三
条
第
二
項
）
の
議
論
が
そ
れ
で
あ

（
（1
（

る
。
す
な
わ
ち
、
建
築
基

準
法
上
の
既
存
不
適
格
と
は
、
建
築
基
準
法
令
の
改
正
後
の
諸
規
定
に
適

合
し
な
い
現
に
存
在
す
る
建
築
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
つ
い
て
、
そ
の

適
合
し
て
い
な
い
規
定
に
限
り
、
適
用
を
除
外
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
建
築
物
の
着
工
後
の
法
令
の
改
正
と
い
う
事
情
を
当
該
建
築
物

は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
を
認
め
る
の
が
既
存
不
適
格
で
あ
る
と
い

え
る
。
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三�　

外
国
法
か
ら
の
示
唆
─
─
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
・
ド
イ
ツ
法

に
お
け
る
“
行
政
手
続
の
再
開
”
制
度

　

以
上
の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
お
よ
び

ド
イ
ツ
法
は
行
政
手
続
法
典
の
中
に
“
行
政
手
続
の
再
開
”
と
い
う
法
制

度
を
用
意
し
て
い
る
。“
行
政
手
続
の
再
開
”
と
は
、
利
害
関
係
者
が
不

可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は
変
更
を
処
分
庁
に
対
し
て
申0

立
て
る

0

0

0

制
度
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
地
に
お
い
て
は
、
い
っ
た
ん
な

さ
れ
た
処
分
で
あ
っ
て
も
（
し
か
も
、
当
該
処
分
に
不
可
争
力
が
発
生
し

て
も
）、
後
発
的
な
事
情
の
変
化
が
あ
る
な
ど
の
一
定
の
事
由
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
処
分
手
続
を
“
や
り
直
す
”
と
い
う
こ
と
が
一
般
法

0

0

0

で
あ

る
行
政
手
続
法
典
の
中
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
は
、
利
害
関

0

0

0

係
者
の
申
立
て
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

開
始
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
行
政

手
続
の
再
開
と
い
う
法
制
度
に
着
目
し
、
そ
の
法
制
度
の
歴
史
的
沿
革
お

よ
び
意
義
に
つ
い
て
検
討
・
分
析
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
お
け

る
行
政
手
続
の
再
開
と
い
う
法
制
度
が
い
か
に
し
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を

判
例
の
展
開
に
即
し
て
追
う
こ
と
と
す
る
（
第
一
章
）。
次
い
で
、
判
例

が
形
成
し
た
行
政
手
続
の
再
開
と
い
う
法
理
が
行
政
手
続
法
の
中
に
立
法

化
さ
れ
る
段
階
の
議
論
を
検
討
す
る
（
第
二
章
）。
最
後
に
、
行
政
手
続

の
再
開
の
規
定
の
要
件
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
、
解
釈
論
上
の
議
論
が
あ

る
箇
所
を
中
心
に
分
析
・
検
討
を
加
え
る
（
第
三
章
）。
こ
の
一
連
の
作

業
を
通
し
て
、
行
政
手
続
の
再
開
と
い
う
制
度
の
行
政
法
学
的
な
位
置
づ

け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

註
（
１
）
星
野
英
一
『
法
学
入
門
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
〇
年
）
二
一
～

二
二
頁
。

（
２
）
芝
池
義
一
『
行
政
法
総
論
講
義
〔
第
四
版
補
訂
版
〕』（
有
斐
閣
・

二
〇
〇
六
年
）
三
八
頁
。

（
３
）
法
的
三
段
論
法
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
、
田
中
成
明
『
法

学
入
門
』（
有
斐
閣
・
二
〇
〇
五
年
）
一
五
七
頁
以
下
を
参
照
。

（
４
）
こ
う
し
た
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
法
理
論
と
し
て
、
取
消

訴
訟
に
お
け
る
違
法
判
断
の
基
準
時
と
し
て
の
判
決
時
説
を
あ
げ

る
こ
と
が
で
き
る
（
も
っ
と
も
、
あ
く
ま
で
も
取
消
訴
訟
が
提
起

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
当
然
の
前
提
に
な
る
）。
し
か
し
、
周
知
の

通
り
、
違
法
判
断
の
基
準
時
に
つ
い
て
、
判
決
時
説
は
判
例
の
と

る
と
こ
ろ
と
は
原
則
と
し
て
な
ら
ず
、
処
分
時
説
が
判
例
・
通
説

で
あ
る
（
最
判
昭
和
二
七
年
一
月
二
五
日
民
集
第
六
巻
第
一
号
二

二
頁
、
最
判
昭
和
二
八
年
一
〇
月
三
〇
日
行
集
第
四
巻
第
一
〇
号

二
三
一
六
頁
、
最
判
昭
和
二
八
年
一
二
月
一
五
日
民
集
第
七
巻
第
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一
二
号
一
四
三
七
頁
、
最
判
昭
和
三
四
年
七
月
一
五
日
民
集
第
一

三
巻
第
七
号
一
〇
六
二
頁
）。

（
５
）
近
時
、
美
浜
原
発
、
も
ん
じ
ゅ
、
敦
賀
原
発
、
志
賀
原
発
、
大

飯
原
発
、
東
通
原
発
の
敷
地
内
の
断
層
が
活
断
層
の
可
能
性
が
あ

る
、
あ
る
い
は
、
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
朝

日
新
聞
二
〇
一
二
年
八
月
二
五
日
朝
刊
一
面
参
照
）。　

こ
う
し

た
問
題
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
も
の
と
し
て
、
近
時
の
原
子
力
発

電
所
の
安
全
規
制
に
関
す
る
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
・
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ

ク
と
い
う
議
論
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
と

は
、「
制
定
・
改
訂
後
の
技
術
基
準
や
指
針
類
へ
の
適
合
命
令
や

そ
れ
ら
に
適
合
す
べ
く
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
旨
の
命
令
な
ど
、

行
政
機
関
に
よ
る
規
制
権
限
の
発
動
を
も
っ
て
既
存
の
原
発
等
を

制
定
・
改
訂
後
の
技
術
基
準
や
指
針
類
の
内
容
に
適
合
さ
せ
る
こ

と
」
と
い
い
、
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
と
は
、「
省
令
等
の
技
術
基
準

や
指
針
類
が
制
定
な
い
し
改
訂
さ
れ
た
際
に
、
制
定
・
改
訂
後
の

技
術
基
準
や
指
針
類
の
内
容
を
遡
及
的
に
（back

）
既
存
の
原

発
等
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
再
度
の
評

価
・
確
認
等
の
作
業
の
こ
と
」
と
い
う
（
参
照
、
川
合
敏
樹
「
ド

イ
ツ
原
子
力
法
に
お
け
る
既
存
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
バ
ッ

ク
フ
ィ
ッ
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
立
教
法
学
第
八
〇
号
（
二
〇

一
〇
年
）
二
八
五
頁
註
四
・
註
五
）。
ま
た
、
川
合
敏
樹
「
原
子

力
発
電
所
を
め
ぐ
る
防
災
・
リ
ス
ク
対
策
法
制
の
現
状
と
課
題
」

法
律
時
報
第
八
一
巻
第
九
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
二
頁
、
川
合
敏

樹
「
原
子
力
発
電
所
の
安
全
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
ノ
ー
ト
―

―
既
存
の
原
子
力
発
電
所
に
対
す
る
バ
ッ
ク
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び

バ
ッ
ク
フ
ィ
ッ
ト
の
現
状
と
課
題
―
―
」
国
学
院
法
学
第
四
七
巻

第
三
号
（
二
〇
〇
九
年
）
一
三
三
頁
、
川
合
敏
樹
「
東
日
本
大
震

災
に
み
る
原
子
力
発
電
所
の
耐
震
安
全
性
の
確
保
の
在
り
方
に
つ

い
て
」
法
律
時
報
第
八
三
巻
第
五
号
（
二
〇
一
一
年
）
七
九
頁
も

参
照
）。

（
６
）
行
政
不
服
審
査
法
の
条
数
は
、
平
成
二
六
年
六
月
一
三
日
に
公

布
さ
れ
た
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
六
年
法
律
第
六
八
号
）
に

よ
る
。
以
下
同
じ
。

（
７
）
芝
池
・
前
掲
註
（
２
）
一
七
五
頁
、
一
七
七
～
一
七
八
頁
。

（
８
）
塩
野
宏『
行
政
法
Ⅰ
―
―
行
政
法
総
論〔
第
五
版
補
訂
版
〕』（
有

斐
閣
・
二
〇
一
三
年
）
一
七
五
頁
。
た
と
え
ば
、
薬
事
法
第
七
四

条
の
二
第
一
項
は
、
医
薬
品
等
が
、
そ
の
効
能
や
効
果
な
ど
に
比

し
て
著
し
く
有
害
な
作
用
を
有
す
る
な
ど
の
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
医
薬
品
等
の
製
造
販
売
の
承
認
を
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
規
定
し
て
い
る
。

（
９
）
塩
野
・
前
掲
註
（
８
）
一
七
五
頁
。

（
10
）
塩
野
・
前
掲
註
（
８
）
一
七
四
～
一
七
五
頁
、
芝
池
・
前
掲
註

（
２
）
一
七
五
頁
、
一
七
六
頁
。

（
11
）
高
橋
滋
編
『
改
正
行
訴
法
の
施
行
状
況
の
検
証
』（
商
事
法
務
・

二
〇
一
三
年
）一
四
七
頁
以
下
。
ま
た
、同
書
一
五
六
頁
以
下
は
、

二
〇
〇
四
年
行
政
事
件
訴
訟
法
改
正
後
に
お
け
る
義
務
付
け
訴
訟
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第
一
章　

行
政
手
続
の
再
開
に
関
す
る
判
例
法
の
形
成

一　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
に
お
け
る
諸
議
論

　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
す
で
に
一
九
二
五
年
に
行
政
手
続
法
の
法
典
編
纂

に
成
功
し
て
い

（
（1
（

る
。
す
な
わ
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
一
九
二
五
年
に

一
般
行
政
手
続
法
（A

llgem
eines V

erw
altungsverfahrensgesetz; 

A
FG

）
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
「
行
政
簡
素
化
の
た
め
の
法
律
」

（Gesetze zur V
ereinfachung der V

erw
altung

）
が
成
立
し
公
布

さ
れ
、
翌
一
九
二
六
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ

（
（1
（

た
。
本
稿
が
検
討
の
対

象
と
す
る
行
政
手
続
の
再
開
に
関
す
る
規
定
も
、
一
般
行
政
手
続
法
に
お

い
て
す
で
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
当
該
規
定
を
以
下
に
示

（
（1
（

す
。

　
　
（
手
続
の
再

（
（1
（

審
）

　

第
六
九
条
①　

当
事
者
が
決
定
に
よ
っ
て
終
結
し
た

（abgeschlossen

）
手
続
の
再
審
を
申
立
て
た
場
合
に
は
、
そ
の
決

定
が
争
訟
手
段
を
許
さ
れ
て
い
な
い
か
、
又
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て

い
て
か
つ
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
に
限
り
、
そ
の
申
立
て

は
認
め
ら
れ
る
。

　
　

一　

決
定
が
文
書
偽
造
、
偽
証
そ
の
他
裁
判
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る

の
裁
判
例
の
動
向
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
損
害
の
重
大
性
な
い
し

補
充
性
の
要
件
を
欠
き
却
下
さ
れ
る
直
接
型
義
務
付
け
訴
訟
が
多

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
内
田
貴
『
民
法
Ⅱ
―
―
債
権
各
論
〔
第
三
版
〕』（
東
京
大
学
出

版
会
・
二
〇
一
一
年
）
七
五
頁
以
下
、
五
十
嵐
清
『
契
約
と
事
情

変
更
』（
有
斐
閣
・
一
九
六
九
年
）、
吉
政
知
広
『
事
情
変
更
法
理

と
契
約
規
範
』（
有
斐
閣
・
二
〇
一
四
年
）。

（
13
）
ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
手
続
法
に
明
文
を
置
い
て
、
契
約
内
容
を

確
定
す
る
際
に
決
定
的
で
あ
っ
た
諸
状
況
が
契
約
締
結
後
に
本
質

的
に
変
化
し
た
場
合
の
契
約
の
解
除
を
認
め
て
い
る
（
連
邦
行
政

手
続
法
六
〇
条
一
項
）。
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
法
を
検
討
す
る
も
の

と
し
て
、
石
井
昇
『
行
政
契
約
の
理
論
と
手
続
―
―
補
助
金
契
約

を
題
材
に
し
て
―
―
』（
弘
文
堂
・
一
九
八
七
年
）二
四
八
頁
以
下
、

大
橋
洋
一
「
行
政
契
約
の
比
較
法
的
考
察
―
―
建
設
法
領
域
を
中

心
と
し
て
」
同
『
現
代
行
政
の
行
為
形
式
論
』（
弘
文
堂
・
一
九

九
三
年
）
二
〇
五
頁
（
初
出
：
一
九
九
二
年
）、
岸
本
太
樹
「
行

政
契
約
の
法
理
論
（
三
）」
北
大
法
学
論
集
五
二
巻
六
号
（
二
〇

〇
二
年
）
六
七
頁
以
下
。

（
14
）
既
存
不
適
格
に
つ
い
て
、
参
照
、
塩
野
宏
「
既
存
不
適
格
」
塩

野
宏
・
原
田
尚
彦
『
行
政
法
散
歩
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
五
年
）

二
九
九
頁
以
下
。
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行
為
に
基
づ
い
て
発
せ
ら
れ
又
は
詐
取
せ
ら
れ
た
と
き
。

　
　

二　

新
た
な
事
実
又
は
証
拠
方
法
が
あ
ら
わ
れ
、
し
か
も
そ
の
先
の

手
続
の
中
で
当
事
者
が
主
張
し
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
過
失
が
な

く
、
か
つ
そ
れ
の
み
に
よ
り
、
又
は
手
続
の
他
の
結
果
と
相
ま
っ

て
、
主
文
の
要
旨
（H

auptinhalt

）
を
異
に
す
る
決
定
が
な
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
見
せ
ら
れ
る
と
き
。

　
　

三　

決
定
が
第
三
八

（
（1
（

条
に
よ
っ
て
先
決
問
題
に
依
存
し
て
い
た
と
こ

ろ
、後
に
先
決
問
題
が
管
轄
行
政
庁
（
又
は
裁
判
所
）
に
よ
っ
て
、

主
旨（w

esentliche Punkte
）の
異
な
る
決
定
を
受
け
た
と
き
。

　

②　

再
審
の
申
立
て
は
、
申
立
人
が
再
審
事
由
を
知
っ
た
こ
と
を
証
明

し
た
そ
の
時
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
ま
た
遅
く
と
も
決
定
の
送
達
も

し
く
は
口
頭
に
よ
る
告
知
が
な
さ
れ
て
か
ら
三
年
以
内
に
、
最
初
に

決
定
を
出
し
た
行
政
庁
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

③　

第
一
項
の
要
件
に
該
当
す
る
と
き
は
、
再
審
を
職
権
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
。決
定
の
言
渡
し
が
あ
っ
て
か
ら
三
年
を
経
過
し
た
後
は
、

職
権
に
よ
る
再
審
も
、
第
一
項
第
一
号
の
理
由
が
あ
る
場
合
に
限
り

認
め
ら
れ
る
。

　

④　

再
審
の
決
定
は
、
最
終
的
に
決
定
を
言
い
渡
し
た
行
政
庁
の
権
限

に
属
す
る
。

　

第
七
〇
条
①　

再
審
を
許
し
又
は
命
ず
る
決
定
で
は
、
再
審
を
な
す
べ

き
範
囲
及
び
審
級
を
言
い
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
提

出
さ
せ
ら
れ
た
記
録
に
基
づ
き
新
た
な
決
定
を
言
い
渡
す
こ
と
が
で

き
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

　

②　

前
に
な
さ
れ
た
調
査
及
び
証
拠
調
べ
で
、
再
審
事
由
に
該
当
し
な

い
も
の
は
、
こ
れ
を
更
新
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

③　

申
立
人
が
再
審
の
申
立
て
を
却
下
さ
れ
た
と
き
は
、
審
級
上
の
上

級
行
政
庁
に
上
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
再
審
の
許
可
、
又
は
命
令

に
対
し
て
は
、
独
立
し
て
上
訴
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　

右
規
定
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
を
わ
が
国
に
お

い
て
い
ち
早
く
紹
介
し
詳
細
な
検
討
を
加
え
た
尾
上
実
に
よ
る
一
連
の
論

考
に
基
づ
き
な
が
ら
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

　

以
上
の
規
定
は
、
一
般
行
政
手
続
法
の
第
四
編
「
権
利
保
護
」
に
お
い

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
権
利
保
護
」
と
は
、「
主
と
し
て
、

公
共
の
福
祉
も
し
く
は
当
事
者
の
利
益
の
た
め
、
手
続
中
で
争
わ
れ
た
権

利
・
利
益
を
再
審
査
し
、
要
す
れ
ば
変
更
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る

権
利
保

（
（2
（

護
」
を
指
す
。
そ
の
う
え
で
、
一
般
行
政
手
続
法
第
六
九
条
第
一

項
は
、
決
定
に
よ
り
終
結
し
た
手
続
を
一
定
の
事
由
が
存
す
る
場
合
に
再

審
査
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
一
般
行
政
手
続
法
第
六
八
条
第
一
項
は
、
再
審
お
よ
び
原
状
回
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復
の
場
合
を
除
き
、「
形
式
的
確
定
力
あ
る
決
定
の
変
更
を
求
め
る
当
事

者
の
申
立
は
、
本
條
第
二
項
な
い
し
第
四
項
で
、
職
権
取
消
を
認
め
る
場

合
の
ほ
か
、
既
決
事
項
と
し
て
却
下
す
べ

（
（2
（

き
」
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
他

方
、
同
法
第
六
九
条
が
定
め
る
行
政
手
続
の
再
審
は
、
同
法
第
六
八
条
第

一
項
が
再
審
を
例
外
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う

に
、
形
式
的
確
定
力
の
あ
る
行
政
決
定
の
変
更
を
一
定
の
場
合
に
求
め
う

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
検
討
は
ひ
と
ま
ず
こ
こ
ま
で
と
し
て
、
ド

イ
ツ
法
の
検
討
に
移
る
こ
と
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、ド
イ
ツ
に
お
い
て
、

行
政
手
続
の
再
開
が
行
政
手
続
法
典
に
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
際

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
影
響
を
指
摘
し
た
議
論
は
管
見
に
及
ば
な
い
か

ら
で
あ

（
（2
（

る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
行
政
手
続
の
再
開
が

法
理
と
し
て
承
認
さ
れ
る
過
程
を
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

二　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
主
導
に
よ
る
手
続
再
開
法
理
の
形
成

　

１　

行
政
手
続
の
再
開
の
意
義

　

ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
は
、
一
定
の
場
合
に
、
行
政
手
続
の
再
開
を

認
め
る
規
定
を
置
い
て
い

（
（2
（

る
。
わ
が
国
の
行
政
手
続
法
に
は
、
不
可
争
力

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、行
政
行
為
の
再
開
を
求
め
る
手
続
は
存
在
せ
ず
、

こ
の
点
は
日
本
と
ド
イ
ツ
の
行
政
手
続
法
の
大
き
な
違
い
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

　

す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
行
政
行
為
に
存
続

（
（2
（

力
が
生
じ
る
以0

前0

で
あ
れ
ば
、
行
政
裁
判
所
法
第
四
〇
条
お
よ
び
第
四
二
条
第
一
項
に

よ
っ
て
、
関
係
人
は
、
当
該
行
政
行
為
を
取
消
訴
訟
で
争
う
こ
と
が
で
き

る
し
、
授
益
的
な
行
政
行
為
を
求
め
る
た
め
に
“
義
務
付
け
訴
訟
”
を
提

起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、“
行
政
手
続
の
再
開
”
が
問
題
と
な
る

の
は
、
行
政
裁
判
所
法
第
七
〇
条
・
第
七
四
条
が
定
め
る
異
議
審
査
請
求

期
間
、
出
訴
期
間
を
経
過
し
た
後0

で
あ

（
（2
（

る
。
こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お

い
て
は
、
不
可
争
力
発
生
後0

の
行
政
処
分
を
争
う
方
法
と
し
て
、
当
該
行

政
処
分
手
続
の
再
開
の
制
度
が
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
行
政

手
続
の
再
開
を
定
め
て
い
る
の
が
行
政
手
続
法
第
五
一
条
で
あ
る
。

　

行
政
手
続
法
第
五
一
条
は
、
行
政
行
為
の
関
係
人
の
申
立
て
に
基
づ
い

て
、
不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
に
関
す
る
完
結
し
た
行
政
手
続
の
再
開

に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。
行
政
手
続
法
第
五
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
律

す
（
（2
（

る
。

　
　
（
手
続
の
再

（
（2
（

開
）

　

第
五
一
条
①　

行
政
庁
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
人
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の
申
立
て
に
よ
り
、
不
可
争
に
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
又
は

変
更
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

一　

行
政
行
為
の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
又
は
法
状
態
が
、
事
後
に
関

係
人
の
有
利
な
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
と
き

　
　

二　

関
係
人
に
有
利
な
決
定
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
新
た
な
証
拠
方

法
が
提
出
さ
れ
た
と
き

　
　

三　

民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇

（
（2
（

条
に
対
応
す
る
再
審
事
由
が
存
在
す
る

と
き

　

②　

申
立
て
は
、関
係
人
が
重
大
な
過
失
な
く
し
て
、再
開
の
理
由
を
、

従
前
の
手
続
に
お
い
て
、
特
に
権
利
救
済
手
段
に
よ
り
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
。

　

③　

申
立
て
は
、
三
か
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間

は
、
関
係
人
が
再
開
の
理
由
を
知
っ
た
日
か
ら
開
始
す
る
。

　

④　

申
立
て
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
行

政
庁
が
決
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
取
消
し
又
は
変
更
が
求
め

ら
れ
た
行
政
行
為
が
、
他
の
行
政
庁
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
も
適

用
さ
れ
る
。

　

⑤　

第
四
八
条
第
一
項
第
一
段
及
び
第
四
九
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適

用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

　

右
規
定
か
ら
明
ら
か
に
な
る
こ
と
は
さ
し
あ
た
り
概
略
す
る
と
次
の
二

点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
第
五
一
条
第
一
項
本
文
が
示
す
と
お
り
、
行
政
庁
は
、
関
係

人
の
申
立
て
に
よ
り
、
第
五
一
条
に
あ
げ
ら
れ
た
再
開
の
理
由
の
ひ
と
つ

が
存
在
す
る
と
き
、
不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は
変
更

に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
後
に
述
べ
る
よ
う
に
通
説
で
あ

る
と
さ
れ
る
）。
こ
の
際
に
、
行
政
庁
は
、
裁
量
を
授
権
の
目
的
に
従
っ

て
行
使
し
、
法
律
上
の
裁
量
の
限
界
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
連

邦
行
政
手
続
法
四
〇
条
が
定
め
る
無
瑕
疵
裁
量
行
使
請
求
権
）。
つ
ま
り
、

行
政
手
続
の
再
開
の
対
象
と
な
っ
た
行
政
行
為
を
め
ぐ
っ
て
、
行
政
庁
に

裁
量
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
、
行
政
庁
は
義
務
に
か
な
っ
た
裁
量
を
行

使
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
裁
量
統
制
が
並
行
し
て
存
在
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

第
二
に
、
第
五
一
条
第
五
項
が
、
行
政
庁
の
職
権
に
よ
る
取
消
し
を
規

律
す
る
第
四
八
条
第
一
項
お
よ
び
撤
回
を
規
律
す
る
第
四
九
条
第
一
項
の

適
用
を
排
除
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
行
政
手
続
の
再
開
を
規
律
す
る
第

五
一
条
が
、
行
政
庁
の
職
権
に
よ
る
権
限
の
発
動
で
あ
る
取
消
し
お
よ
び

撤
回
を
規
律
す
る
条
文
と
は
あ
え
て
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
行
政
手
続
の
再
開
は
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
開
始

す
る
手
続
で
あ
る
。
関
係
人
に
申
請
権
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
事
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案
に
お
け
る
結
果
の
妥
当
性
を
継
続
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
眼
目
が
置
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
行
政
手
続
法
上
の
行
政
手
続
の

再
開
制
度
が
、
行
政
行
為
の
存
続
力
を
限
定
化
す
る
機
能
を
有
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
行
政
手
続
の
再
開
制
度
の
機
能
と

し
て
、
個
別
事
案
に
お
け
る
正
当
性
（
結
果
的
妥
当
性
）
の
確
保
、
言
い

換
え
れ
ば
行
政
手
続
法
第
五
一
条
第
一
項
第
一
号
所
定
の
事
由
が
存
す
る

場
合
に
、
当
初
の
行
政
処
分
を
維
持
す
る
こ
と
は
基
本
法
第
一
九
条
第
四

項
の
視
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ

（
（2
（

る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
以
上
の
点
は
、
先
に
見
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手

続
法
が
規
律
す
る
手
続
の
再
審
と
も
共
通
す
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
で
あ

ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
後
発
的
な
事
情
の
変
化
が
あ
っ
た
場
合
に

は
行
政
行
為
が
不
可
争
と
な
っ
て
い
て
も
当
該
行
政
行
為
を
め
ぐ
る
行
政

手
続
を
や
り
直
す
こ
と
が
実
定
法
上
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、

そ
う
し
た
行
政
手
続
を
や
り
直
す
と
い
う
端
緒
は
関
係
人
の
申
立
て
に
よ

る
こ
と
、
第
三
に
、
行
政
手
続
を
や
り
直
す
手
続
が
行
政
庁
の
職
権
の
発

動
た
る
取
消
し
や
撤
回
と
並
ぶ
制
度
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　

な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
、
行
政
手
続
法
制
定
以
前
（
一
九
七
六
年
五
月

二
五
日
公
布
）
よ
り
、
行
政
法
上
の
「
不
文
の
法
規
（ungschriebener 

Rechtssatz

）」
と
し
て
、
行
政
庁
が
行
政
行
為
の
不
可
争
後
も
そ
の
行

為
に
か
か
る
審
査
を
や
り
直
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
後
に
詳

し
く
み
る
よ
う
に
、
判
例
上
も
、
こ
の
不
文
の
法
規
は
“
一
般
公
共
の
利

益
”
の
み
な
ら
ず
関
係
人
の
“
個
人
的
利
益
”
の
た
め
の
も
の
で
も
あ
る

と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
以
下
で
は
、
①
裁
判
例
が
行
政
手
続
の
再
開
法
理

を
形
成
し
た
過
程
を
検
討
し
、
②
判
例
上
手
続
の
再
開
が
確
立
し
た
後
の

行
政
手
続
法
の
制
定
段
階
（
立
法
過
程
）
を
議
会
資
料
を
中
心
と
し
て
概

観
し
た
後
に
、
③
行
政
手
続
法
に
手
続
の
再
開
が
規
定
さ
れ
た
以
降
の
議

論
状
況
を
時
系
列
的
に
追
体
験
し
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
行
政
手
続
の
再

開
法
理
が
い
か
に
歴
史
的
に
展
開
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

２　

判
例
に
よ
る
手
続
再
開
法
理
の
形
成

　
［
一
］
行
政
手
続
の
再
開
（W

iederaufgreifen des V
erfahrens

）

に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
と
思
わ
れ
る
の
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九

六
二
年
一
一
月
一
五
日
判

（
（3
（

決
で
あ
る
。
こ
の
事
案
は
以
下
の
と
お
り
で

あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
災
に
よ
っ
て
家
具
を
破
壊
さ
れ
た
原
告

が
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
伴
う
損
害
補
償
の
た
め
の
旧
西
ド
イ
ツ
の
負
担

調
整
税
（A

usgleichsabgabe

）
に
よ
っ
て
支
給
さ
れ
る
調
整
交
付
金
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（A
usgleichsleistung

）
を
求
め
た
も
の
の
、
申
請
し
た
住
所
地
に
居
住

の
実
態
が
な
か
っ
た
と
し
て
、
行
政
庁
は
当
該
申
請
を
拒
否
し
た
。
原
告

は
、
こ
の
拒
否
処
分
が
不
可
争
と
な
っ
た
後
に
（
拒
否
処
分
の
五
年
後
で

あ
る
）、
行
政
庁
に
対
し
て
、
交
付
金
の
支
払
決
定
手
続
を
再
度
や
り
直

す
こ
と
（w

iederaufzunehm
en

）
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
政

庁
は
、
事
実
関
係
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、
当
該
申
立
て
を

拒
絶
し
た
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
こ
の
拒
絶
の
取
消
し
を
求
め
て
出
訴
し

た
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、「
手
続
の
再
開
は
、
新
た
な
事
実
が
存
在
す

る
場
合
に
は
、
必
要
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
こ
の
事
案
で
新
た
な

事
実
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
判
断
さ
せ
る
た
め
に
下
級
審
裁
判
所
に
差

し
戻
し
た
。

　
［
二
］
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
六
三
年
一
二
月
一
一
日
判

（
（3
（

決
は
、
詳
細

な
事
実
関
係
は
不
明
な
が
ら
も
、「
後
の
（
最
上
級
審
─
訳
者
註
）
裁
判

所
の
判
決
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
た
最
上
級
審
裁
判
所
の
判
例
は
、
法
状
態

の
変
更
と
同
視
し
う
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
、
最
上
級
審
裁
判
所
の

判
例
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
新
た
な
事
案
決
定
を
行
う
こ
と
を
認
め
た
。

　
［
三
］
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
六
七
年
一
〇
月
一
九
日
判

（
（3
（

決
は
、
原
告

の
有
し
て
い
た
貴
重
な
書
籍
（
英
独
工
業
専
門
辞
典
）
が
、
第
二
次
世
界

大
戦
の
間
に
焼
失
し
、
行
政
庁
（
負
担
調
整
庁
）
は
六
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル

ク
の
補
償
金
を
支
払
っ
た
後
に
、
行
政
庁
が
同
種
の
事
案
に
お
い
て
査
定

の
基
準
を
変
更
し
た
事
案
で
あ
る
。
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
原
告
の
行
政

庁
に
対
す
る
再
査
定
を
す
る
よ
う
求
め
た
訴
え
を
認
容
し
た
。

　
［
四
］
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
六
四
年
六
月
一
六
日
判

（
（3
（

決
は
、
軍
人
年

金
支
給
決
定
が
不
可
争
と
な
っ
た
後
に
、
元
軍
人
が
「
事
実
状
態
の
変
化

が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
俸
給
類
型
の
変
更
を
義
務
付
け
訴
訟
で
求
め
た
も

の
で
あ
る
。
こ
の
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
示
は
、
行
政
行
為
の
不
可
争
力

と
の
関
係
に
つ
い
て
明
確
に
述
べ
て
お
り
、
本
稿
に
と
っ
て
意
味
が
大
き

い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
判
旨
を
引
用
す
る
。

　
　
「
行
政
行
為
の
不
可
争
性
は
、
事
実
状
態
あ
る
い
は
法
的
状
態
の
変

化
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
拒
絶
さ
れ
た
申
立
て
の
繰
り
返
し
を
常
に
妨

げ
る
も
の
で
は
な
い
。行
政
が
時
間
的
に
完
結
し
た
事
情
を
ふ
ま
え
て
、

公
務
員
の
生
活
保
障
法
上
の
地
位
を
最
終
的
に
規
律
す
る
公
務
員
法
上

の
決
定
に
際
し
て
、事
実
状
態
あ
る
い
は
法
的
状
態
が
変
化
し
た
場
合
、

た
し
か
に
、
不
可
争
性
は
、
規
律
さ
れ
た
請
求
権
に
つ
い
て
新
た
な
事

案
決
定
を
求
め
る
公
務
員
の
請
求
権
と
対
立
し
て
い
る
。
…
…
事
実
状

態
あ
る
い
は
法
的
状
態
の
変
化
が
、
そ
の
間
に
、
具
体
的
な
請
求
権
を

生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
、
確
定
力
の
あ
る
完
結
し
た
裁

判
手
続
の
再
開
に
い
た
る
理
由
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政

庁
は
、
新
た
な
事
案
決
定
を
求
め
る
申
立
て
に
対
峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
と
い
う
の
は
、
不
可
争
力
の
あ
る
行
政
行
為
の
拘
束
力
は
、
少

な
く
と
も
、
確
定
力
の
あ
る
裁
判
所
の
判
決
の
拘
束
力
よ
り
も
広
い
も

の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…
関
係
人
が
、
事
実
状
態
あ
る
い
は
法

的
状
態
の
変
化
…
…
を
主
張
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
裁
判
は
、
許
容

さ
れ
る
。」「
文
書
に
基
づ
く
新
た
な
証
拠
方
法
の
発
見
は
、
民
事
訴
訟

法
第
五
八
〇
条
第
七
号
ロ
に
基
づ
く
再
審
事
由
と
ほ
ぼ
等
し
い
。」「
被

告
は
、
…
…
原
告
の
書
簡
に
も
と
づ
き
、
俸
給
変
更
の
新
た
な
事
案
に

関
す
る
再
審
査
を
行
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
る
。」

　
［
五
］
以
上
の
諸
判
決
を
引
用
し
な
が
ら
行
政
手
続
の
再
開
に
関
す
る

一
般
論
を
展
開
し
た
最
初
の
裁
判
例
が
、
ベ
ル
リ
ン
高
等
行
政
裁
判
所
一

九
七
一
年
九
月
一
〇
日
判

（
（3
（

決
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
行
政
庁
は
、
申
請
拒

否
処
分
が
不
可
争
で
あ
っ
て
も
、
①
事
実
的
あ
る
い
は
法
的
状
態
が
申
立

人
に
有
利
な
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
場
合
、
②
訴
訟
法
に
お
け
る
再
審
事
由

に
相
当
す
る
も
の
が
存
す
る
場
合
に
手
続
の
再
開
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
。

　
［
六
］
こ
れ
ら
の
一
連
の
裁
判
例
を
受
け
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
一

九
七
一
年
一
二
月
一
六
日
判

（
（3
（

決
は
、
手
続
の
再
開
を
「
行
政
法
上
の

一
般
原
則
（allgem

einer Grundsatz

）」
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
れ
以
後
、
手
続
の
再
開
は
、“
書
か
れ
ざ
る
行
政
法
上
の
原
則

（ungeschriebener Grundsatz des V
erw

altungsrechts

）”
と
し

て
妥
当
し
て
き
た
が
、
一
般
行
政
手
続
法
の
制
定
（
一
九
七
六
年
）
に
と

も
な
い
法
典
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
事
案
は
、
行
政
庁
が
あ
る

雑
誌
を
禁
書
リ
ス
ト
に
載
せ
る
と
い
う
処
分
を
行
っ
た
の
に
対
し
て
、
雑

誌
の
発
行
者
が
当
該
処
分
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
も
の
で

あ
（
（3
（

る
。
本
稿
と
の
関
係
で
は
、
青
少
年
に
危
険
の
あ
る
書
籍
の
流
通
に
関

す
る
法
律
に
手
続
の
再
開
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
い
こ
と
の
是
非
が
問
題

と
な
っ
た
。

　

第
一
審
の
行
政
裁
判
所
は
、
こ
の
決
定
の
取
消
訴
訟
を
却
下
し
た
が
、

控
訴
審
裁
判
所
は
、
こ
の
訴
訟
を
適
法
な
も
の
と
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
　
「
青
少
年
に
危
険
の
あ
る
書
籍
の
流
通
に
関
す
る
法
律
が
、
─
─

一
九
二
六
年
一
二
月
一
八
日
公
布
の
、
粗
悪
・
卑
猥
書
籍
か
ら
青
少

年
を
保
護
す
る
た
め
の
法
律
（das Gesetz zur Bew

ahrung der 

Jugend vor Schund- und Schm
utzschriften

）
と
は
異
な
り
─
─

検
査
機
関
の
決
定
の
変
更
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し
て
い
な
い
か
ら
、

過
剰
規
制
の
禁
止
に
違
反
す
る
と
い
う
主
張
は
、
失
当
で
あ
る
。
も
っ

と
も
、
い
っ
た
ん
な
さ
れ
た
禁
書
指
定
が
長
期
間
効
果
を
及
ぼ
し
続
け

る
の
に
対
し
て
、
社
会
的
な
現
実
と
社
会
に
存
す
る
観
念
は
と
も
に
変

わ
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
禁
書
指
定
に
起
因
す
る
基
準
の
本
質
的
な
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変
更
は
、
過
剰
規
制
禁
止
を
顧
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
禁
書
指
定
の
効
果
や
禁
書
指
定
の
破
棄
に
よ
っ
て
の

み
、
そ
れ
自
身
が
除
去
さ
れ
う
る
。
禁
書
指
定
手
続
が
再
開
さ
れ
、
そ

し
て
禁
書
指
定
が
破
棄
さ
れ
る
と
い
う
憲
法
的
に
望
ま
し
い
可
能
性
は

法
律
に
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
手
続
の
再
開
に
つ
い
て
の

行
政
法
の
不
文
の
一
般
原
則
は
、
青
少
年
に
危
険
の
あ
る
書
籍
の
流
通

に
関
す
る
法
律
の
不
備
を
補
充
し
う
る
も
の
で
あ
る
。」

　

こ
こ
で
は
、
青
少
年
に
危
険
の
あ
る
書
籍
の
流
通
に
関
す
る
法
律
が
禁

書
指
定
手
続
の
再
開
を
定
め
て
い
な
い
こ
と
は
、
結
論
と
し
て
憲
法
に
違

反
し
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
手
続
の
再
開
に
関
す
る
“
行
政
法
の

不
文
の
一
般
原
則
”
の
適
用
の
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

手
続
の
再
開
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
「
憲
法
的
に
望
ま
し
い
」

と
指
摘
さ
れ
、
手
続
再
開
の
重
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

本
判
決
は
、
禁
書
指
定
が
持
続
的
な
効
果
を
持
つ
こ
と
、「
青
少
年
へ

の
危
険
」
と
い
う
概
念
が
社
会
状
況
と
と
も
に
変
動
し
う
る
も
の
で
あ
る

こ
と
に
注
目
し
て
、
手
続
再
開
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。
行
政

手
続
法
の
施
行
後
で
あ
れ
ば
、
第
五
一
条
第
一
項
第
一
号
に
よ
り
手
続
の

再
開
が
検
討
さ
れ
る
事
案
で
あ
ろ
う
。

　

行
政
手
続
法
が
一
九
七
六
年
に
公
布
さ
れ
る
前
の
一
九
七
一
年
に
出
さ

れ
た
本
判
決
に
お
い
て
す
で
に
、
少
な
く
と
も
判
例
上
は
手
続
の
再
開
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
筆
者
が
、
こ
こ
で
強
調
し
て

お
き
た
い
の
は
、
利
害
関
係
者
が
不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
破
棄
ま

た
は
変
更
を
申
立
て
る
行
政
手
続
の
再
開
は
、
立
法
的
な
手
当
て
が
な
さ

れ
て
い
る
ド
イ
ツ
に
特
有
の
制
度
と
は
言
い
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
行
政
手
続
法
に
規

定
が
あ
る
か
ら
手
続
の
再
開
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
の
は
、
歴
史
的
に
必

ず
し
も
正
確
で
は
な
く
、
判
例
お
よ
び
学
説
の
営
為
に
よ
っ
て
手
続
の
再

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

開
が
認
め
ら
れ
て
き
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。こ
の
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
行
政
法
学
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
わ
が
国
の
行
政
法
学
に

と
っ
て
も
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
行
政
手
続
の
再
開
法
理
は
、
判
例
に
よ
り
そ
の
形
成

が
主
導
さ
れ
、
同
じ
く
判
例
に
よ
り
内
容
が
発
展
さ
せ
ら
れ
て
き
た
。
こ

の
時
期
は
、
お
り
し
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
行
政
手
続
法
の
法
典
化
が
進
め

ら
れ
て
い
た
時
代
と
ち
ょ
う
ど
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
一
連
の

判
例
は
、
行
政
手
続
法
制
定
過
程
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
次

章
で
は
、
行
政
手
続
法
の
制
定
過
程
に
お
け
る
行
政
手
続
の
再
開
の
位
置

づ
け
を
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
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註
（
15
）
海
老
沢
俊
郎
「
行
政
手
続
の
法
典
化
―
―
西
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス

ト
リ
ア
」
雄
川
一
郎
・
塩
野
宏
・
園
部
逸
夫
編
『
現
代
行
政
法
大

系
第
三
巻　

行
政
手
続
・
行
政
監
察
』（
有
斐
閣
・
一
九
八
四
年
）

一
九
頁
以
下
。

（
16
）
こ
こ
に
い
う
「
行
政
簡
素
化
の
た
め
の
法
律
」
と
は
、
行
政
手

続
の
統
一
的
規
律
に
関
す
る
連
邦
権
限
規
定
の
早
期
実
施
に
関
す

る
連
邦
憲
法
律
、
行
政
手
続
法
施
行
法
（Einführungsgesetz 

zu den V
erw

altungsverfahrensgesetzen; EGV
G

）、
一
般

行
政
手
続
法（A

FG

）、行
政
刑
罰
法（V

erw
altungsstrafgesetz; 

V
StG

）、
行
政
執
行
法
（V

erw
altungsvollstreckunggesetz; 

V
V
G

）、
行
政
負
担
軽
減
法
（V

EG
）
の
六
件
の
法
律
を
指
す
統

一
的
名
称
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
諸
法
律
は
、
一
九
四
七
年

の

旧

法

令

の

再

公

布

に

関

す

る

法

律

（W
iederverlautbarungsgesetz

）
に
も
と
づ
き
、
一
九
五
〇
年

に
連
邦
政
府
の
告
示（K
undm

achung der Bundesregierung 
vom

 23. M
ai über die W

ieder-verlautbarung von 
R
ech

tsv
orsch

riften
 au

f d
em

 G
eb

iete d
es 

V
erw

altungsverfahrens

）
に
よ
っ
て
再
公
布
さ
れ
て
今
日
に

い
た
っ
て
い
る
。
以
上
、
参
照
、
尾
上
実
「
一
般
行
政
手
続
法
に

関
す
る
資
料（
一
）」自
治
研
究
第
三
五
巻
第
三
号（
一
九
五
九
年
）

五
五
頁
、
海
老
沢
・
前
掲
註
（
15
）
二
〇
頁
、
二
二
頁
以
下
、
尾

上
実
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
行
政
改
革
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
定
の

意
義
（
二
）」
自
治
研
究
第
四
一
巻
第
九
号
（
一
九
六
五
年
）
一

三
六
頁
。

（
17
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
尾

上
実
「
一
般
行
政
手
続
法
に
関
す
る
一
資
料
（
二
）」
自
治
研
究

第
三
五
巻
第
四
号
（
一
九
五
九
年
）
一
一
四
頁
以
下
、
中
村
彌
三

次
『
行
政
手
続
法
資
料
』（
自
治
日
報
社
・
一
九
七
二
年
）
三
五

頁
以
下
を
参
考
に
し
た
。
以
下
同
じ
。

（
18
）「
手
続
の
再
審
」
の
原
語
はW

iederaufnahm
e des V

erfahrens

で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
一
条

が
定
め
る
「
手
続
の
再
開
」
の
原
語
はW

iederaufgreifen des 
V
erfahrens

で
あ
る
。
本
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
ど
ち
ら
の
同

制
度
も
、
形
式
的
確
定
力
の
あ
る
行
政
上
の
決
定
を
再
審
査
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
原
語
に
忠
実
に
そ
れ
ぞ
れ
を
訳
し
分
け
る
こ
と

に
す
る
。

（
19
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
第
三
八
条
は
、
次
の
よ
う
に

定
め
て
い
る
。

　
　
　

第�

三
八
条　

法
律
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
行
政
庁
は
、

取
調
手
続
中
に
生
ず
る
先
決
問
題
（V

orfragen

）
で
あ
っ

て
、
本
案
（H

auptfragen

）
と
し
て
他
の
行
政
庁
又
は
裁

判
所
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
を
、
基
礎
と
な
る
事
実

関
係
に
つ
い
て
得
た
自
己
の
見
解
に
従
っ
て
判
断
し
、
そ
の

判
断
を
当
該
行
政
庁
の
決
定
の
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ
し
、
先
決
問
題
が
、
す
で
に
管
轄
行
政
庁
に
お
い
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て
係
属
中
の
手
続
の
目
的
と
な
っ
て
い
る
と
き
、
又
は
こ
の

手
続
が
同
時
に
係
属
す
る
と
き
は
、
先
決
問
題
に
つ
い
て
確

定
力
あ
る
決
定
が
な
さ
れ
る
ま
で
、
手
続
を
中
止
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
20
）
尾
上
・
前
掲
註（
16
）「
一
般
行
政
手
続
法
に
関
す
る
資
料（
一
）」

六
〇
頁
以
下
。

（
21
）
尾
上
・
前
掲
註（
16
）「
一
般
行
政
手
続
法
に
関
す
る
資
料（
一
）」

六
二
頁
。

（
22
）
も
っ
と
も
、
こ
の
こ
と
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
け
る
行
政

手
続
の
再
審
を
検
討
お
よ
び
分
析
の
対
象
と
す
る
こ
と
の
有
意
義

性
を
い
さ
さ
か
も
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

一
般
行
政
手
続
法
典
は
、
世
界
的
に
も
最
も
古
い
統
一
的
な
行
政

手
続
法
の
立
法
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
（
尾
上
・
前
掲
註
（
16
）

「
一
般
行
政
手
続
法
に
関
す
る
資
料
（
一
）」
四
六
頁
）、
そ
れ
だ

け
で
も
参
照
す
る
意
義
は
大
き
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
し
、（
本

稿
が
後
に
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
行
政
手
続
の

再
開
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
例
を
は
じ
め
と
す
る
一
連
の
諸

裁
判
例
に
よ
る
法
創
造
で
あ
る
と
い
い
う
る
の
で
あ
る
が
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
の
一
般
行
政
手
続
法
典
に
つ
い
て
も
）判
例
法
の
形
成
・

発
展
が
先
行
し
、
こ
の
判
例
法
の
集
積
が
な
け
れ
ば
一
般
行
政
手

続
法
典
の
編
纂
は
不
可
能
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
（
海
老
沢
・
前
掲
註
（
15
）
二
一
頁
参
照
）、
本
稿

に
と
っ
て
も
極
め
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の

一
般
行
政
手
続
法
典
に
お
け
る
行
政
手
続
の
再
審
に
関
す
る
検
討

は
、
筆
者
の
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

（
23
）
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
行
政
手
続
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
人
見
剛

「
行
政
処
分
不
可
争
後
の
権
利
救
済
の
可
能
性
―
―
行
政
処
分
の

不
可
争
力
の
限
界
―
―
」
東
京
都
立
大
学
法
学
会
雑
誌
第
三
九
巻

第
一
号
（
一
九
九
八
年
）
一
二
一
頁
以
下
、
岡
田
春
男
「
ド
イ
ツ

に
お
け
る
行
政
行
為
の
再
審
手
続
―
―
違
法
性
の
承
継
と
の
関
連

に
お
い
て
―
―
」
同
『
行
政
法
理
の
研
究
』（
大
学
教
育
出
版
・

二
〇
〇
八
年
）
一
〇
九
頁
以
下
（
初
出
：
一
九
九
九
年
）
が
比
較

的
に
詳
細
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
行
政
手
続
の
再
開
を
定
め
る
ド

イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
一
条
の
要
件
お
よ
び
効
果
を
中
心
に

紹
介
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
稿
が
こ
れ
か
ら
詳
細
に
扱
う
こ
と
と

な
る
同
規
定
の
制
定
史
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
現
在
の
ド

イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
の
前
身
で
あ
る
当
時
の
西
ド
イ
ツ
の
連
邦

行
政
手
続
法
が
制
定
（
一
九
七
六
年
）
さ
れ
た
直
後
、
わ
が
国
に

お
い
て
も
同
法
を
紹
介
す
る
諸
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

こ
で
も
行
政
手
続
の
再
開
は
注
目
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
植
村
栄
治
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
手
続
法
の
制
定

と
そ
の
内
容
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
第
六
三
二
号
（
一
九
七
七
年
）
八
九

頁
、
成
田
頼
明
「
行
政
手
続
の
法
典
化
の
進
展
―
―
一
九
七
六
年

西
ド
イ
ツ
行
政
手
続
法
に
つ
い
て
―
―
」『
公
法
の
理
論
・
下
Ⅰ

―
―
田
中
二
郎
先
生
古
稀
記
念
』（
有
斐
閣
・
一
九
七
七
年
）
一

七
〇
二
頁
な
ど
。
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（
24
）
行
政
行
為
の
存
続
力
な
い
し
存
続
効
（Bestandskraft

）
と

い
う
概
念
は
、
ド
イ
ツ
の
行
政
法
学
に
お
い
て
も
そ
の
用
法
が
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が（
成
田
・
前
掲
註（
23
）一
六
九
四
頁
）、

さ
し
あ
た
り
こ
こ
で
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
不
可
争
力
と
不
可
変

更
力
を
指
す
概
念
で
あ
る
と
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
25
）
行
政
裁
判
所
法
第
七
〇
条
第
一
項
は
、「
異
議
は
、
行
政
行
為

が
不
服
申
立
人
に
知
ら
れ
て
か
ら
一
か
月
以
内
に
、
行
政
行
為
を

定
め
た
行
政
庁
に
対
し
、
文
書
に
よ
り
、
あ
る
い
は
記
録
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
提
起
す
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
、
行
政
裁

判
所
法
第
七
四
条
第
一
項
は
、「
取
消
訴
訟
は
、
異
議
決
定
の
送

達
後
一
か
月
以
内
に
提
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
六
八
条
に
よ
り

異
議
決
定
が
不
要
な
場
合
、
訴
え
は
行
政
行
為
が
知
ら
れ
て
か
ら

一
か
月
以
内
に
提
起
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
、
同
条
第
二
項
は
、

「
行
政
行
為
の
発
布
を
求
め
る
申
請
が
拒
否
さ
れ
た
場
合
、
義
務

付
け
訴
訟
に
つ
い
て
第
一
項
を
準
用
す
る
」
と
規
定
す
る
。
も
っ

と
も
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
争
訟
提
起
期
間
の
遵
守
に
つ
い
て

は
そ
れ
な
り
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
は
、
取
消
訴
訟
の
提
起
に
先
立
ち
、
異
議
審
査
請
求
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
（
行
政
裁
判
所
法
第
六
八
条
第
一
項
）、

異
議
審
査
請
求
の
提
起
期
間
は
争
訟
に
つ
い
て
教
示
が
な
さ
れ
な

い
と
開
始
せ
ず
、
取
消
訴
訟
の
出
訴
期
間
に
つ
い
て
も
異
議
審
査

請
求
の
決
定
に
お
い
て
同
様
の
教
示
が
な
い
と
開
始
し
な
い
（
行

政
裁
判
所
法
第
五
八
条
第
一
項
）。

（
26
）
条
文
の
翻
訳
に
あ
た
っ
て
は
、
註
（
23
）
で
引
用
し
た
諸
文
献

を
参
考
に
し
た
。

（
27
）「
手
続
の
再
開
」
の
原
語
はW

iederaufgreifen des 
V
erfahrens

で
あ
る
。W

iederaufgreifen

を
ど
の
よ
う
に
訳

す
る
の
か
は
そ
れ
じ
た
い
ひ
と
つ
の
問
題
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

植
村
・
前
掲
註
（
23
）
八
九
頁
は
「
手
続
の
や
り
直
し
」
と
、
成

田
・
前
掲
註
（
23
）
一
七
〇
二
頁
、
岡
田
・
前
掲
註
（
23
）
一
〇

九
頁
以
下
は
「
手
続
の
再
審
」
と
、
人
見
・
前
掲
註
（
23
）
一
二

一
頁
以
下
は
「
手
続
の
再
開
」
と
訳
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
条
文

の
原
語
が
訴
訟
に
お
け
る
再
審
に
あ
た
るW

iederaufnahm
e

で
は
な
くW

iederaufgreifen

を
用
い
て
い
る
こ
と
、
再
度
審

査
さ
れ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
訴
訟
の
場
で
は
な
く
あ
く
ま
で
行
政
手

続
の
場
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
再
審
」
で
は
な
く
「
再
開
」
を
用

い
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
28
）
民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇
条
は
、
以
下
の
場
合
に
、
原
状
回
復
の

訴
え
（Resitutionsklage

）
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
定

め
て
い
る
。

　
　
　
　
（
原
状
回
復
の
訴
え
）

　
　
　

第�

五
八
〇
条　

原
状
回
復
の
訴
え
は
、
以
下
の
場
合
に
提
起
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

一�　

相
手
方
が
判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
供
述
を
宣
誓
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
故
意
又
は
過
失
に
よ
る
宣
誓
義
務
違
反
の

行
為
を
犯
し
た
と
き



行政行為に対する継続的権利救済に関する研究

北法65（4・19）813

　
　
　
　

二�　

判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
証
書
が
偽
造
又
は
変
造
さ
れ
て

い
る
と
き

　
　
　
　

三�　

判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
証
言
又
は
鑑
定
の
宣
誓
を
な
す

に
あ
た
り
、
証
人
又
は
鑑
定
人
が
可
罰
的
な
真
実
義
務
違

反
の
行
為
を
犯
し
た
と
き

　
　
　
　

四�　

当
事
者
の
代
理
人
又
は
相
手
方
も
し
く
は
そ
の
代
理
人

が
、
訴
訟
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
犯
罪
行
為
に
よ
っ
て
判

決
を
得
た
と
き

　
　
　
　

五�　

訴
訟
に
関
連
し
て
、
当
事
者
に
対
し
て
職
務
上
の
義
務

に
違
反
す
る
可
罰
的
行
為
を
犯
し
た
裁
判
官
が
判
決
に
関

与
し
た
と
き

　
　
　
　

六�　

判
決
の
基
礎
と
な
っ
た
通
常
裁
判
所
、
従
前
の
特
別
裁

判
所
又
は
行
政
裁
判
所
の
判
決
が
、
他
の
確
定
判
決
を

も
っ
て
取
り
消
さ
れ
た
と
き

　
　
　
　

七　

当
事
者
が

　
　
　
　
　

イ�　

同
一
の
事
件
に
お
い
て
な
さ
れ
た
従
前
の
確
定
判
決

又
は

　
　
　
　
　

ロ�　

自
己
に
有
利
と
な
る
べ
き
裁
判
を
受
け
る
べ
き
証
書

を
発
見
し
又
は
使
用
す
る
こ
と
を
得
る
地
位
に
あ
っ
た

と
き

　
　
　
　

八�　

欧
州
人
権
裁
判
所
（Europäische Gerichtshof für 

M
enschenrechte

）
が
、
人
権
や
基
本
的
自
由
あ
る
い

は
そ
の
議
定
書
を
保
護
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
協
定

（Europäischen K
onvention

）
の
違
反
を
確
定
し
、
判

決
が
そ
の
違
反
に
基
づ
い
て
い
る
と
き

（
29
）U

lf Schaarschm
idt, W

iederaufgreifen auf A
ntrag des 

B
etroffenen, 1984, S. 10; W

olf-R
üdider Schenke, 

Problem
e der B

estandskraft von V
erw

altungsakten, 
D
Ö
V
 1983, 320 ff.

（
30
）BV

erw
GE 15, 155.

（
31
）BV

erw
GE 17, 256.

（
32
）BV

erw
GE 28, 122.

（
33
）BV

erw
GE 19, 153.

（
34
）JR 1972, 171.

（
35
）BV

erw
GE 39, 197.

（
36
）
詳
細
な
事
実
関
係
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
連
邦
検
査
機
関

（B
undesprüfstelle

）
が
青
少
年
に
危
険
の
あ
る
書
籍
の
流

通
に
関
す
る
法
律
（das Gesetz über die V

erbreitung 
jugendgefährdender Schriften

）
に
基
づ
い
て
、
グ
ラ
フ
雑

誌"Stern"

（
一
九
六
五
年
八
月
一
五
日
発
行
の
一
九
六
五
年
三

三
号
お
よ
び
一
九
六
五
年
八
月
二
二
日
発
行
の
一
九
六
五
年
三
四

号
）
を
青
少
年
危
険
書
籍
（die jugendgefährdenden 

Schriften

）
の
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
決
定
を
行
っ
た
。
当
該
雑
誌

に
掲
載
さ
れ
た
連
載
小
説
の
シ
リ
ー
ズ
が
、
青
少
年
を
危
険
に
さ

ら
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
定
が
な
さ
れ

る
と
、
当
該
書
籍
の
発
売
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
宣
伝
を
す
る
こ
と
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第
二
章　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
手
続
の
再
開
の
立

法
プ
ロ
セ
ス

　

一　

連
邦
政
府
の
提
案
理
由

　

連
邦
行
政
手
続
法
は
、
一
九
七
六
年
に
成
立
し
、
そ
の
翌
年
に
施
行
さ

れ
て
今
日
に
至
る
が
、
こ
の
法
律
は
、
そ
の
制
定
・
施
行
に
至
る
ま
で
の

間
に
三
つ
の
草
案
の
作
成
・
公
表
を
経
て
い
る
。
一
九
六
三
年
に
公
表
さ

れ
た
模
範
草
案
、
一
九
七
〇
年
の
連
邦
政
府
草
案
、
そ
し
て
一
九
七
三
年

の
連
邦
政
府
草
案
が
そ
れ
で
あ

（
（3
（

る
。
こ
の
う
ち
、
一
九
六
三
年
の
模
範
草

案
及
び
一
九
七
〇
年
の
連
邦
政
府
草
案
に
は
、
手
続
再
開
に
関
す
る
規
定

は
い
ま
だ
存
在
し
な
い
。
手
続
の
再
開
に
関
す
る
規
定
が
ド
イ
ツ
に
お
い

て
初
め
て
登
場
し
た
の
は
一
九
七
三
年
の
連
邦
政
府
草
案
第
四
七
条
で

あ
っ
た
。
一
九
七
三
年
連
邦
政
府
草
案
の
第
四
七
条
は
次
の
よ
う
に
規
定

す
（
（3
（

る
。

　

第
四
七
条
（
手
続
の
再
開
）

　

①　

行
政
庁
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
人
の
申
立
て

に
よ
り
、
不
可
争
に
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
又
は
変
更
に
つ
い

て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

一　

行
政
行
為
の
基
礎
と
な
っ
た
事
実
又
は
法
状
態
が
、
事
後
に
関

係
人
の
有
利
な
よ
う
に
変
更
さ
れ
た
と
き

　
　

二　

関
係
人
に
有
利
な
決
定
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
新
た
な
証
拠
方

法
が
提
出
さ
れ
た
と
き

　
　

三　

民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇
条
に
対
応
す
る
再
審
事
由
が
存
在
す
る

と
き

　

②　

申
立
て
は
、関
係
人
が
重
大
な
過
失
な
く
し
て
、再
開
の
理
由
を
、

従
前
の
手
続
に
お
い
て
、
特
に
権
利
救
済
手
段
に
よ
り
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
許
さ
れ
る
。

　

③　

申
立
て
は
、
三
か
月
以
内
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間

は
、
関
係
人
が
再
開
の
理
由
を
知
っ
た
日
か
ら
開
始
す
る
。

　

④　

申
立
て
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
権
限
を
有
す
る
行

政
庁
が
決
定
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
そ
の
取
消
し
又
は
変
更
が
求
め

ら
れ
た
行
政
行
為
が
、
他
の
行
政
庁
に
よ
り
行
わ
れ
た
場
合
に
も
適

も
で
き
な
く
な
る
。
本
件
の
争
点
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
書
籍
の
発
売
の
禁
止
や
広
告
の
禁
止
は
、
青
少
年
の
保

護
の
た
め
に
必
要
で
適
切
な
手
段
で
あ
る
か
、
基
本
法
上
保
障
さ

れ
た
成
人
の
情
報
の
自
由
（
知
る
権
利
・
出
版
の
自
由
）（
基
本

法
第
五
条
）
に
十
分
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
か
等
、
で
あ
る
。
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用
す
る
。

　

⑤　

第
四
四
条
第
一
項
第
一
段
及
び
第
四
五
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適

用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
。

　

右
規
定
草
案
第
四
七
条
は
、
第
一
章
二
に
掲
げ
た
現
行
の
第
五
一
条
の

文
言
と
比
較
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
規
定
構
造
は
も
と
よ
り
、
規

定
文
言
に
つ
い
て
も
完
全
に

0

0

0

一
致
し
て
い
る（
条
数
を
除
く
）。
し
た
が
っ

て
、
手
続
の
再
開
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
法
規
定
は
、
実
質
的
に
は
一
九
七

三
年
の
段
階
で
確
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
検
討
す
べ
き
点
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
は
、
連
邦
政
府
が
こ
の
時
期
に
な
っ
て
急
遽
「
手
続
再
開
規
定
」

を
草
案
に
盛
り
込
ん
だ
背
景
で
あ
る
。
手
続
再
開
に
関
す
る
規
定
が
一
九

六
三
年
の
模
範
草
案
お
よ
び
一
九
七
〇
年
の
連
邦
政
府
草
案
に
は
全
く
規

定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
に
も
か
か
ら
わ
ず
、
一
九
七
三
年
の
連
邦
政
府
草

案
に
至
っ
て
急
遽

0

0

手
続
再
開
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
背
景
な
い
し
直
接
の

原
因
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

第
二
は
、
手
続
再
開
規
定
を
連
邦
行
政
手
続
法
の
中
に
創
設
す
る
こ
と

を
志
向
し
た
連
邦
政
府
の
意
図
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
、
い
か
な
る
思
考

的
背
景
に
基
づ
い
て
、
こ
う
し
た
規
定
を
創
設
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

　

以
下
で
は
、
一
九
七
三
年
連
邦
政
府
草
案
第
四
七
条
に
対
す
る
連
邦
政

府
の
提
案
理
由
書
に
焦
点
を
当
て
、
連
邦
政
府
の
思
惑
を
浮
き
彫
り
に
し

よ
う
。

　

一
九
七
三
年
の
連
邦
政
府
草
案
第
四
七
条
に
関
し
、
連
邦
政
府
は
次
の

よ
う
な
提
案
理
由
を
述
べ
て
い

（
（3
（

る
。

　
　
「
法
治
国
家
の
あ
ら
ゆ
る
手
続
秩
序
（V

erfahrensordnung

）
は
、

い
っ
た
ん
完
結
し
た
事
情
を
、
一
定
の
要
件
の
下
で
再
び
取
り
上
げ

（w
ieder aufgreifen

）、
当
該
決
定
が
本
来
の
権
利
救
済
や
法
律
上
の

手
段
に
よ
っ
て
は
も
は
や
取
消
さ
れ
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
下
さ

れ
た
決
定
を
も
変
更
す
る
可
能
性
を
表
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
手

続
の
再
開
の
必
要
性
は
、
以
下
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
帰
結
す
る
。
す
な

わ
ち
、
ひ
と
た
び
な
さ
れ
た
不
可
争
力
の
あ
る
決
定
を
時
間
の
経
過
に

お
い
て
、
変
化
す
る
社
会
通
念
と
と
も
に
、
異
議
審
査
請
求
に
服
せ
し

め
る
こ
と
、
ま
た
は
、
当
該
決
定
は
、
そ
の
効
果
に
お
い
て
後
に
残
る

も
の
で
あ
り
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
憲
法
上
の
レ
ベ
ル
で
保

障
さ
れ
て
い
る
比
例
性
、
手
段
の
適
切
性
の
原
理
を
毀
損
す
る
こ
と

が
あ
り
う
る
と
い
う
考
慮
か
ら
、
手
続
の
再
開
の
必
要
性
が
帰
結
す

る
。
と
り
わ
け
再
開
は
、
以
下
の
場
合
に
も
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
こ
れ
ま
で
の
最
上
級
審
裁
判
所
の
判
例
の
変
更
が
あ
っ
た
と
き
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（BV
erw

GE 17, 256

参
照
）、
事
実
状
態
も
し
く
は
法
的
状
態
が
申
立

人
の
有
利
な
よ
う
に
変
化
し
た
と
き
（O

V
G Berlin U

rteil vom
 10. 

9. 1971, Juristische Rundschau 1972, 171

参
照
）、
あ
る
い
は
、

他
の
法
的
な
い
し
事
実
的
な
判
断
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
事
後
の
証
拠

方
法
が
入
手
さ
れ
う
る
と
き
（BV

erw
GE 19, 153

参
照
）。

　
　

そ
れ
ゆ
え
、
連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
当
然
、
以
下
の
よ
う
な
問
題
を

提
起
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
手
続
の
再
開
と
い
う
規
律
を
も
た
な
い

手
続
秩
序
は
、
そ
の
た
め
に
憲
法
違
反
で
あ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問

題
（BV

erw
GE 39, 197

参
照
）、
ま
た
、
手
続
秩
序
に
関
す
る
こ
の

問
題
は
、
以
下
の
理
由
で
否
定
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
つ
ま
り
、手
続
秩
序
は
、─
─
こ
れ
ま
で
法
典
化
さ
れ
て
こ
な
か
っ

た
─
─
「
手
続
の
再
開
に
関
す
る
行
政
法
の
一
般
原
則
」
に
よ
っ
て
補

充
さ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
あ
る
。

　
　

こ
こ
に
提
出
さ
れ
て
い
る
行
政
手
続
法
草
案
で
は
、
行
政
手
続
の
統

一
と
い
う
そ
の
目
的
が
み
た
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
な
ら
ば
、
手
続
の
再
開

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
行
政
法
の
不
文
の
原
則
を
法
的
に
規
律
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
我
々
は
考
え
た
。
こ
の
草
案
は
、
個
々
の
規
律
に

お
い
て
、
行
政
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
発
展
し
た
諸
原
則
な
ら
び
に

民
事
訴
訟
法
第
四
編
の
諸
規
定
が
規
律
し
、
行
政
裁
判
の
手
続
に
関

し
て
も
行
政
裁
判
所
法
第
一
五
三
条
が
参
照
す
る
判
決
手
続
の
再
審

（W
iederaufnahm

e

）
の
規
律
に
密
接
に
依
拠
し
て
い
る
。」

　

右
提
案
理
由
書
か
ら
明
ら
か
に
な
る
の
は
、
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
手
続
再
開
そ
れ
自
体
の
必
要
性
を
憲
法
秩
序
に
求
め
て
い
る

点
で
あ
る
。
実
は
、
こ
の
思
考
の
端
緒
は
、
す
で
に
連
邦
行
政
裁
判
所
に

よ
り
示
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
連
邦
行
政
裁
判
所
一
九
七
一
年
一
二

月
一
六
日
判
決
（BV

erw
GE 39, 197

（
第
一
章
二
［
六
］
判
決
）
は
、

手
続
再
開
規
定
を「
憲
法
的
に
望
ま
し
い
」と
評
価
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

右
叙
述
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
連
邦
政
府
は
、
提
案
理
由
書
の
中
で
、

同
判
決
を
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
連
邦
政
府
は
、
連
邦
行
政
裁

判
所
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
連
邦

0

0

行
政
裁
判
所
一
九
七
一
年
判
決
を
受
け
て
、
一
九
七
三
年
連
邦
政
府
草
案

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

で
手
続
再
開
規
定
が
挿
入
さ
れ
た

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

　

第
二
に
、
不
文
の
一
般
原
則
を
あ
え
て
明
文
化
す
る
意
義
・
必
要
性
に

つ
い
て
で
あ
る
。
右
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
は
、
手
続
再
開
規
定
を
「
憲

法
的
に
望
ま
し
い
」
と
評
価
し
つ
つ
、
手
続
の
再
開
に
つ
い
て
の
行
政
法

の
不
文
の
一
般
原
則
は
、
手
続
再
開
規
定
を
欠
く
法
律
の
不
備
を
補
充
し

う
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
た
（
し
た
が
っ
て
、
違
憲
の
問
題
は
生
じ
な

い
と
し
て
い
た
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
政
府
の
理
由
書
は
、「
手
続
の

再
開
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
行
政
法
の
不
文
の
原
則
を
法
的
に
規
律
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
我
々
は
考
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、

手
続
再
開
法
理
を
不
文
の
一
般
法
原
則
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
な
い

0

0

0

と
い
う
連
邦
政
府
の
い
わ
ば
意
思
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
民
事
訴
訟
法
、
行
政
裁
判
所
法
と
の
対
比
で
あ
る
。

す
で
に
、
民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇
条
と
行
政
裁
判
所
法
第
一
五
三

（
（4
（

条
は
、

判
決
手
続
の
再
審（W

iederaufnahm
e

）を
規
律
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

行
政
行
為
手
続
よ
り
も
当
然
に
厳
格
な
手
続
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
判
決
手

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

続
に
お
い
て
す
ら

0

0

0

0

0

0

0

、
一
定
の
法
状
態
な
い
し
事
実
状
態
の
変
化
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
そ
の
手
続
を
“
や
り
直
す
”
こ
と
が
実
定
法
上
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
判
決
手
続
に
比
べ
る
と
よ
り
簡
易
な

手
続
を
も
っ
て
し
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
行
政
行
為
手
続
が“
確
定
し
”、

未
来
永
劫
“
や
り
直
す
”
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は

法
律
全
体
の
規
定
の
バ
ラ
ン
ス
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
考
慮
か
ら
、
連
邦
政
府
は
、
手
続
再
開
を
明
文
を
も
っ

て
規
律
化
す
る
と
い
う
選
択
を
あ
え
て

0

0

0

行
い
、
後
発
的
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
（
第
一
項
に
あ
げ
ら
れ
る
各
号
の
要
件
を
み
た
し
た
場
合
に
は
）、

手
続
の
再
開
が
義
務
付
け
ら
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

と
い
う
規
定
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。

二　

マ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ル
ク
ス
の
批
判

　

以
上
の
み
て
き
た
よ
う
な
連
邦
政
府
の
考
え
方
に
対
し
て
は
、
当
時
に

お
い
て
批
判
す
る
見
解
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
連
邦
行
政
手
続
法

第
五
一
条
に
基
づ
く
手
続
の
再
開
を
義
務
的
規
定
で
あ
る
と
い
う
連
邦
政

府
の
見
解
を
強
力
に
批
判
し
た
の
が
マ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ル
ク
ス
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
、
行
政
手
続
法
の
公
布
後
間
も
な
く
刊
行
し
た
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

に
お
い
て
、
手
続
の
再
開
が
義
務
的
規
定
で
あ
る
こ
と
に
対
し

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
無0

意
味
性

0

0

0

を
主
張
し
て
次
の
よ
う
に
言

（
（4
（

う
。

　
　
「（
手
続
再
開
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
行
政
庁
が
行
う
─
訳
者

註
）
事
案
の
決
定
は
、
行
政
行
為
の
取
消
し
（A

ufhebung

）、
一
部

取
消
し
（T

eilaufhebung

）、
も
し
く
は
変
更
（Ä

nderung

）
の
認

容
ま
た
は
拒
絶
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
、
規
定
上
一
部
取
消
し
は
明
示
的

に
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
一
部
取
消
し
は
変
更
の
一
類
型

と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
し
、申
立
て
の
根
拠
に
理
由
が
あ
り
、か
つ
、

（
手
続
再
開
の
申
立
て
が
─
訳
者
註
）
行
政
行
為
の
一
部
に
の
み
関
わ

る
場
合
も
あ
り
得
る
こ
と
か
ら
、
一
部
取
消
し
も
許
容
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
（
手
続
再
開
の
申
立
て
が
あ
っ
た
場
合
に
行
政
庁
が
─
訳
者
註
）
な

す
べ
き
こ
れ
ら
の
決
定
は
裁
量
決
定
（Erm

essensentscheidung

）

で
あ
る
。
こ
の
裁
量
決
定
に
つ
い
て
は
、
第
四
八
条
第
一
項
第
一
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文
お
よ
び
第
四
九
条
第
一
項
の
ご
と
き
明
示
的
な
法
律
上
の
指
標

（D
irektive

）
が
欠
如
し
て
い
る
の
で
、
一
般
原
理
に
立
ち
戻
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、（
手
続
再
開
の
申
立

て
の
対
象
と
な
っ
た
行
政
行
為
が
─
訳
者
註
）
違
法
な
行
政
行
為
で
あ

る
の
か
、
そ
れ
と
も
適
法
な
行
政
行
為
で
あ
る
の
か
に
応
じ
て
、（
違

法
な
負
担
的
行
政
行
為
の
職
権
取
消
し
に
関
す
る
─
訳
者
註
）
第
四
八

条
ま
た
は
（
適
法
な
負
担
的
行
政
行
為
の
撤
回
に
関
す
る
─
訳
者
註
）

第
四
九
条
の
命
題
が
妥
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
第
五
一

条
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
常
に
負
担
的
行
政
行
為
だ
か
ら
で
あ

る
。」

　

右
叙
述
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
マ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ル
ク
ス
は
、
連
邦
行

政
手
続
法
第
五
一
条
を
単
独
・
独
立
の
規
定
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

彼
ら
に
よ
れ
ば
、
手
続
の
再
開
を
規
律
す
る
第
五
一
条
は
、
行
政
庁
の
裁

量
的
職
権
取
消
し
を
規
定
す
る
第
四
八
条
第
一

（
（4
（

項
、
お
よ
び
、
行
政
庁
の

裁
量
的
撤
回
を
規
定
す
る
第
四
九
条
第
一

（
（4
（

項
と
つ
ね
に
連
動
し
て
作
用
す

る
規
定
で
あ
り
、
第
五
一
条
に
基
づ
い
て
再
開
さ
れ
た
行
政
手
続
の
決
定

は
、
第
四
八
条
な
い
し
第
四
九
条
で
も
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

（
（4
（

る
。
す

な
わ
ち
、
違
法
な
行
政
行
為
の
職
権
取
消
し
を
規
律
す
る
第
四
八
条
第
一

項
は
「
取
消
す
こ
と
が
で
き
る
（können

）」
と
、
適
法
な
行
政
行
為
の

撤
回
を
規
律
す
る
第
四
九
条
第
一
項
も
「
撤
回
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

（können

）」
と
定
め
て
お
り
、
い
ず
れ
も
行
政
庁
の
裁
量

0

0

で
も
っ
て
行

わ
れ
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
行
政
手
続
法
第
五
一
条
に
よ
っ
て
手
続
の

再
開
が
義
務

0

0

と
さ
れ
て
も
、
そ
の
手
続
は
行
政
庁
の
裁
量
を
前
提
と
す
る

第
四
八
条
お
よ
び
第
四
九
条
で
行
わ
れ
る
の
で
無
意
味
で
あ
る
と
説
か
れ

る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼
ら
に
よ
れ
ば
、
第
五
一
条
に
よ
り
行
政

手
続
が
再
開
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
政
行
為

が
取
消
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
根
拠
条
文
は
第
四
八
条
第
一
項
第
一
文

と
な
り
、
撤
回
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
そ
の
根
拠
条
文
は
第
四
九
条
第
一
項

と
な
る
。
手
続
の
再
開
の
い
わ
ば
“
出
口
”
で
あ
る
、
第
四
八
条
お
よ
び

第
四
九
条
を
根
拠
と
し
て
行
わ
れ
る
行
政
庁
の
判
断
が
職
権
に
基
づ
く
も

の
で
あ
る
の
で
、
手
続
の
再
開
の
い
わ
ば
“
入
口
”
で
あ
る
再
開
手
続
を

義
務
化
し
た
と
こ
ろ
で
無
意
味
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
議
論
動
向
を
見
る
限
り
、
こ
う
し
た
見
解

は
広
く
支
持
を
集
め
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
通
説
に
よ
れ
ば
、

行
政
庁
は
、
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
一
条
に

あ
げ
ら
れ
た
再
開
の
理
由
の
ひ
と
つ
が
存
在
す
る
と
き
、
不
可
争
と
な
っ

た
行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は
変
更
に
つ
い
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら

0

0

0

0

0

0

0

0

0

ず0

、
そ
れ
は
第
五
一
条
単
独
の

0

0

0

規
定
の
も
と
で
判
断
さ
れ
る
。
と
い
う
の

は
、
行
政
手
続
法
第
五
一
条
第
一
項
柱
書
き
が
、「
行
政
庁
は
、
次
の
各
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号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
関
係
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
不
可
争
に
な
っ
た

行
政
行
為
の
取
消
し
又
は
変
更
に
つ
い
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（zu entscheiden haben

）」
と
規
定
し
、
行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は

変
更
の
認
容
な
い
し
拒
絶
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
が
義
務

0

0

的
で
あ
る
こ

と
を
明
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ

（
（4
（

る
。
か
く
し
て
、
裁
量
的
取
消
し
お
よ
び

撤
回
を
規
律
す
る
「
第
四
八
条
第
一
項
第
一
段
及
び
第
四
九
条
第
一
項
の

規
定
は
、
適
用
を
妨
げ
ら
れ
な
い
」
と
定
め
る
第
五
一
条
第
五
項
は
、
仮

に
関
係
人
の
申
立
て
が
第
三
章
で
取
り
上
げ
る
要
件
を
欠
き
不
適
法
な
も

の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
行
政
庁
が
裁
量

0

0

に
よ
っ
て
取
消
し
な
い
し
撤
回

を
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
い
う
独
自
の
意
義
を
有
す
る
規
定
と
な
り
、

第
五
一
条
の
第
一
項
と
第
五
項
は
整
合
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の

で
あ

（
（4
（

る
。
換
言
す
れ
ば
、
通
説
に
よ
る
と
、
第
五
一
条
に
よ
り
行
政
手
続

が
再
開
さ
れ
、
行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は
変
更
が
な
さ
れ
る
場
合
の
根

拠
規
定
は
、
第
五
一
条
一
項
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
以
上
に
述
べ
た
通
説
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
で
、
第
三
章
で
取

り
上
げ
る
行
政
手
続
の
再
開
に
関
す
る
実
体
的
要
件
（
第
五
一
条
第
一
項

各
号
）
が
意
義
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
言
え
ば
、
手
続
再
開
後
の

行
政
行
為
の
取
消
し
ま
た
は
変
更
の
根
拠
規
定
を
第
四
八
条
な
い
し
第
四

九
条
と
解
す
る
マ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ル
ク
ス
の
見
解
は
、
行
政
手
続
の
再
開
に

関
す
る
実
体
的
要
件
（
第
五
一
条
第
一
項
各
号
）
を
無
視
す
る
こ
と
と
と

な
り
妥
当
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
行

政
手
続
の
再
開
に
関
す
る
要
件
お
よ
び
効
果
に
つ
い
て
検
討
・
分
析
を
加

え
る
こ
と
と
し
よ
う
。

　

註
（
37
）
当
時
の
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
行
政
手
続
法
制
の
制
定
の
展
開
に

つ
い
て
、
参
照
、
海
老
沢
俊
郎
「
行
政
手
続
法
制
定
前
の
行
政
手

続
法
制
の
展
開
」
同
『
行
政
手
続
法
の
研
究
』（
成
文
堂
・
一
九

九
二
年
）
一
頁
以
下
（
初
出
：
一
九
七
四
～
一
九
七
五
年
）、成
田
・

前
掲
註
（
23
）
一
六
四
五
頁
以
下
な
ど
。

（
38
）E

ntw
urf eines V

erw
altungsverfahrensgesetes 

(V
w
V
fG), BT

-D
rucksache 7/910, S. 19

（
39
）E

ntw
urf eines V

erw
altungsverfahrensgesetes 

(V
w
V
fG), BT

-D
rucksache 7/910, S. 74 f. 

な
お
、
こ
の
時
点

で
は（
行
政
手
続
法
案
が
議
会
で
審
議
さ
れ
て
い
た
時
点
で
は
）、

行
政
手
続
の
再
開
を
規
律
し
て
い
た
の
は
第
四
七
条
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
条
数
の
整
理
が
あ
り
、
手
続
の
再
開
を
規
律
す
る

の
は
（
現
在
と
同
じ
）
第
五
一
条
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
当
該

条
文
に
か
か
る
文
言
の
変
更
は
み
ら
れ
な
い
。

（
40
）
連
邦
行
政
裁
判
所
法
第
一
五
三
条
は
、
行
政
裁
判
の
再
審

（W
iederaufnahm

e

）
を
規
律
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
手
続
の
再
審
）
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第
三
章　

ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
五
一
条
に
関
す

る
解
釈
論
上
の
争
点

　

こ
こ
ま
で
行
政
手
続
の
再
開
の
法
理
が
判
例
主
導
で
成
立
し
て
き
た
過

　
　
　

第�

一
五
三
条
①　

確
定
判
決
に
よ
り
終
結
し
た
手
続
は
、
民
事

訴
訟
法
第
四
編
（
民
事
訴
訟
法
第
五
七
八
～
五
九
一
条
―
筆

者
註
）
の
規
定
に
従
っ
て
、
再
審
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
41
）M

eyer / Borgs, K
om

m
entar zum

 Verw
altungsverfahrens-

gesetz, 1. A
ufl., 1976, §

 51, Rn. 19 f. 

こ
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル

は
、
行
政
手
続
法
が
公
布
さ
れ
た
の
と
同
年
で
あ
る
一
九
七
六
年

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー

ル
は
、そ
の
後
一
九
八
二
年
に
第
二
版
が
刊
行
さ
れ
、現
在
に
至
っ

て
い
る
。

（
42
）
連
邦
行
政
手
続
法
第
四
八
条
第
一
項
は
、
違
法
な
行
政
行
為
の

取
消
し
を
規
律
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
違
法
な
行
政
行
為
の
取
消
し
）

　
　
　

第�

四
八
条
①　

違
法
な
行
政
行
為
は
、
そ
れ
が
不
可
争
と
な
っ

た
後
に
お
い
て
も
、
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
効
力
を
将
来

に
わ
た
り
ま
た
は
過
去
に
遡
及
し
て
取
消
す
こ
と
が
で
き

る
。（
以
下
略
）

（
43
）
連
邦
行
政
手
続
法
第
四
九
条
第
一
項
は
、
適
法
な
行
政
行
為
の

撤
回
を
規
律
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
適
法
な
行
政
行
為
の
撤
回
）

　
　
　

第�

四
九
条
①　

適
法
な
非
授
益
的
行
政
行
為
は
、
そ
れ
が
不
可

争
と
な
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
同
一
内
容
の
行
政
行
為
が
あ

ら
た
め
て
発
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
ま
た
は
そ
の
他
の

理
由
に
よ
り
撤
回
が
許
さ
れ
な
い
と
き
を
除
い
て
は
、
そ
の

全
部
ま
た
は
一
部
の
効
力
を
将
来
に
わ
た
り
、
撤
回
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
44
）
マ
イ
ヤ
ー
・
ボ
ル
ク
ス
は
、
手
続
が
再
開
さ
れ
て
も
、
最
終
的

に
は
裁
量
的
取
消
し
な
い
し
裁
量
的
撤
回
に
よ
る
判
断
が
な
さ
れ

る
と
い
う
彼
ら
の
見
解
を
根
拠
づ
け
る
実
質
的
な
理
由
と
し
て
、

申
立
人
以
外
の
第
三
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と

を
指
摘
す
る
。V

gl., M
eyer / Borgs, K

om
m
entar zum

  
V
erw

altungsverfahrens-gesetz, 2. A
ufl., 1982, §

 51, Rn. 23.

（
45
）Stelkens/Bonk/Sachs, V

erw
altungsverfahrensgesetz 

K
om

-m
entar, 6. A

ufl., 2001, §
 51, Rn. 30, U

le / Laubinger, 
V
erw

altungsverfahrensrecht, 4. A
ufl., §

 65, Rn. 8.

（
46
）
さ
ら
に
、
ウ
レ
・
ラ
ウ
ビ
ン
ガ
ー
は
、
行
政
手
続
法
第
五
一
条

の
申
立
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
行
政
庁
は
、
第
四
八
条
～
第

五
〇
条
の
取
消
し
・
撤
回
の
余
地
が
な
い
か
否
か
を
審
査
す
る
手

続
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
す
る
（vgl., U

le / 
Laubinger, a. a. O

. 

（A
nm

. 45

）, §
 65, Rn. 8.

）。
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程
、
お
よ
び
、
判
例
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
手
続
の
再
開
に
関
す
る
行
政
法

上
の
不
文
の
原
則
が
明
文
を
も
っ
て
規
律
さ
れ
る
に
至
る
過
程
を
検
討
・

分
析
し
て
き
た
。
以
下
で
は
、
行
政
手
続
の
再
開
を
明
文
で
規
律
す
る
ド

イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
第
五
一
条
の
運
用
に
焦
点
を
あ
て
て
、
若
干
の
検

討
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。
す
な
わ
ち
、
以
下
で
は
、
連
邦
行
政
手
続
法

第
五
一
条
が
規
律
す
る
行
政
手
続
の
再
開
の
要
件
お
よ
び
効
果
に
関
す
る

解
釈
論
上
の
問
題
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　

ま
ず
、
手
続
の
再
開
そ
れ
自
体
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
形
式
的

要
件
に
関
す
る
問
題
（
訴
訟
で
い
う
な
ら
ば
訴
訟
要
件
の
問
題
）
を
取
り

上
げ
（
一
）、
形
式
的
要
件
が
み
た
さ
れ
た
場
合
の
手
続
再
開
事
由
が
存

す
る
か
否
か
と
い
う
実
体
的
要
件
に
関
す
る
問
題
（
訴
訟
で
い
う
な
ら
ば

本
案
勝
訴
要
件
の
問
題
）
を
取
り
上
げ
る
（
二
）。
そ
し
て
、
手
続
の
再

開
の
効
果
の
問
題
（
訴
訟
で
い
う
な
ら
ば
判
決
の
問
題
）
を
扱
う
こ
と
と

す
る
（
三
）。一　

手
続
再
開
の
形
式
的
な
要
件

　

手
続
の
再
開
の
形
式
的
な
要
件
と
し
て
は
、
①
関
係
人
の
申
立
て
が
あ

る
こ
と
、
②
再
開
事
由
が
存
在
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と
、
③
不
可
争
と

な
っ
た
行
政
行
為
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
④
適
式
な
争
訟
提
起
手
段

を
用
い
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
重
大
な
過
失
が
な
い
こ

と
、
⑤
申
立
期
間
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と
の
五
つ
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五

つ
の
要
件
を
す
べ
て
満
足
し
た
も
の
が
、
手
続
再
開
事
由
が
存
す
る
か
否

か
と
い
う
実
体
的
審
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
こ
れ
ら
の
五
つ

の
要
件
を
ひ
と
つ
で
も
欠
い
た
申
立
て
は
、
手
続
の
再
開
と
い
う
手
続
そ

れ
自
体
が
拒
絶
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
一
）
関
係
人
の
申
立
て
（A

ntrag eines Betroffenen

）
が
あ
る
こ
と

　

第
五
一
条
第
一
項
前
段
は
、行
政
庁
は
、関
係
人
の
申
立
て
に
応
じ
て
、

不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更
に
つ
い
て
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。
申
立
資
格
が
あ
る
の
は
、
再
開
の
申

立
て
が
な
さ
れ
る
行
政
行
為
に
よ
っ
て
関
係
す
る
あ
ら
ゆ
る

0

0

0

0

者
で
あ
る
。

関
係
性
（Betroffenheit

）
の
概
念
は
、
行
政
裁
判
所
法
第
四
二
条
第
二

項
に
つ
い
て
の
訴
訟
権
限
（K

lagebefugnis

）
の
そ
れ
に
対
応
す

（
（4
（

る
。

行
政
裁
判
所
法
第
四
二
条
第
二
項
は
、「
訴
え
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め

が
な
い
限
り
、
原
告
が
、
行
政
行
為
ま
た
は
そ
の
拒
否
も
し
く
は
そ
の
放

置
に
よ
り
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
場
合
に
の
み
許
さ
れ

る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
行
政
裁
判
所
法
第
四
二
条
第
二
項

に
よ
れ
ば
、
訴
え
は
行
政
行
為
に
よ
り
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る

者
が
提
起
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
と
同
様
に
解
す
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る
行
政
手
続
の
再
開
の
申
立
て
は
、
行
政
行
為
の
再
開
の
申
立
て
が
な
さ

れ
る
行
政
行
為
に
よ
っ
て
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
主
張
す
る
者
が
行
う
こ

と
が
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

　

ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
行
政
裁
判
所
法
上
の
関
係

性
の
概
念
に
つ
い
て
激
し
い
議
論
が
続
け
ら
れ
て
い

（
（4
（

る
。
行
政
裁
判
所

法
の
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
詳
細
な
検
討
は
、
今
後
の
課
題
と
し

た
（
（4
（

い
。

（
二
）
再
開
事
由
が
存
在
す
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と

　

さ
ら
に
、
再
開
事
由
が
存
在
す
る
見
込
み
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関

係
人
の
申
し
立
て
か
ら
、
第
五
一
条
第
一
項
第
一
号
～
第
三
号
の
意
味
に

お
け
る
再
開
事
由
が
存
在
す
る
“
見
込
み
”
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な

（
（5
（

い
（
説
得
力
の
審
査
（Schlüssigkeitsprüfun

（
（5
（g

））。
た
と
え

ば
、
亡
命
の
申
請
が
行
政
庁
に
容
れ
ら
れ
ず
、
こ
れ
を
訴
訟
で
争
い
棄
却

判
決
が
確
定
し
て
い
る
よ
う
な
場
合
、
当
該
亡
命
の
申
請
を
審
査
す
る
手

続
の
再
開
を
求
め
る
申
立
て
に
は
、
再
開
事
由
が
存
在
す
る
“
見
込
み
”

が
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な

（
（5
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
再
開
事
由
が
、
申
立
て
の
中
に
十
分
に
説
明
さ
れ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
第
五
一
条
第
一
項
第
一
号

～
第
三
号
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
手
続
再
開
の
申
し
立
て
に
関
す
る
実

体
的
要
件
で
あ
り
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
あ
く
ま
で
も
“
見
込
み
”
が

審
査
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
。

（
三
）
不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
で
あ
る
こ
と

　

第
五
一
条
第
一
項
前
段
は
、
不
可
争
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
み

0

0

が
手
続

の
対
象
た
り
う
る
と
い
う
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
不
可
争
性
は
、
関
係

人
が
期
間
内
に
異
議
を
唱
え
る
機
会
を
失
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
判
明
し

う
る
。
も
っ
と
も
、
出
訴
期
間
を
徒
過
す
れ
ば
直
ち
に
行
政
行
為
に
完
全

な
不
可
争
力
が
生
じ
る
と
も
限
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
行
政
裁
判
所
法
第

六
〇
条
第
一
項
は
、「
過
失
な
く
法
定
の
期
間
の
遵
守
が
妨
げ
ら
れ
た
者

に
対
し
て
は
、
申
立
て
に
よ
り
、
原
状
回
復
（W

iedereinsetzung

）

が
許
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政
裁
判
所
法
第

六
〇
条
第
二
項
は
、「
申
立
て
は
、
障
害
が
や
ん
だ
日
か
ら
二
週
間
以
内

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
、
原
状
回
復
は
、
非
常
に
短
い
期

間
で
し
か
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
こ
に
行
政
手
続
法
第
五
一
条

独
自
の

0

0

0

意
義
が
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
不
可
争
性
は
、
争
わ
れ
て
い
る
行
政
行
為
が
確
定
力
の
あ
る

判
決
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
も
（
結
果
と
し
て
）
生
じ

う
（
（5
（

る
。
仮
に
第
五
一
条
に
基
づ
く
手
続
が
進
め
ら
れ
て
も
、
こ
の
判
決
の

確
定
力
と
矛
盾
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
行
政
手
続
の
取
消
し
ま
た
は
変
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更
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
あ
く
ま
で
も
行
政
作
用
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
第
五
一
条
に
基
づ
く
申
立
て
が
成
功
し
、
行
政
庁
の
新
た
な
事

案
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
行
政
行
為
の
効
力
を
確
定
さ
せ
た
判
決

は
根
拠
の
な
い
も
の
と
な

（
（5
（

る
。

（
四
）
重
大
な
過
失
が
な
い
こ
と
（Fehlendes V

erschulden

）

　

第
五
一
条
第
二
項
は
、
関
係
人
が
重
大
な

0

0

0

過
失
な
し
に
、
再
開
の
理
由

を
、
従
前
の
手
続
に
お
い
て
、
特
に
権
利
救
済
手
段
に
よ
り
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
限
り
再
開
の
申
立
て
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
規

定
す
る
。

　

こ
こ
で
い
う
従
前
の
手
続
と
は
、
行
政
行
為
の
不
可
争
性
ま
で
の
全
体

の
手
続
で
あ
る
。
す
で
に
み
た
行
政
裁
判
所
法
第
六
〇
条
第
一
項
で
は
、

過
失
な
く
法
定
の
期
間
を
遵
守
で
き
な
か
っ
た
場
合
に
原
状
回
復
を
認
め

て
い
る
が
、
こ
の
原
状
回
復
の
申
立
て
も
従
前
の
手
続
に
含
ま
れ
る
こ
と

と
な
る
。

　

行
政
裁
判
所
法
第
六
〇
条
第
一
項
に
基
づ
く
原
状
回
復
に
は
、
無
過
失

0

0

0

が
要
件
と
さ
れ
て
い
る
が
、
手
続
の
再
開
は
無
重
過
失

0

0

0

0

が
要
件
で
あ
る
か

ら
、
軽
過
失

0

0

0

が
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
申
立
人
に
は
有
利

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
手
続
の
再
開
の
申
立
て
に
お
い
て
は
、
重
大
な

0

0

0

過
失
が
あ
る
場
合
に
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

関
係
人
の
不
利
益
に
な
る
（
故
意
あ
る
い
は
重

大
な
過
失
）。
た
と
え
ば
、
行
政
行
為
を
な
す
に
あ
た
っ
て
の
必
要
な
申

請
の
欠
如
、
あ
る
い
は
、
証
拠
方
法
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
文
書
の
不
存

在
等
の
場
合
に
は
、
関
係
人
に
再
開
事
由
が
存
在
し
て
も
、
重
大
な
過
失

と
見
な
さ
れ
う((5

(

る
。

（
五
）
申
立
期
間
を
遵
守
し
て
い
る
こ
と

　

第
五
一
条
第
三
項
第
一
文
に
よ
れ
ば
、
申
立
て
は
三
か
月
以
内
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
期
間
は
、
関
係
人
が
再
開

の
理
由
を
知
っ
た
日
か
ら
開
始
す
る
。
不
注
意
に
よ
っ
て
過
失
に
よ
り
こ

の
期
間
を
徒
過
し
た
場
合
に
は
、
第
二
項
に
よ
る
場
合
を
除
い
て
、
申
立

て
は
認
め
ら
れ
な

（
（5
（

い
。

二　

手
続
再
開
の
実
体
的
な
要
件

　

一
で
検
討
・
分
析
を
行
っ
た
五
つ
の
形
式
的
な
要
件
を
す
べ
て
満
足
し

た
申
立
て
は
、
い
よ
い
よ
手
続
を
再
開
す
る
に
足
る
実
体
的
な
要
件
を
備

え
て
い
る
か
否
か
が
審
査
さ
れ
る
。連
邦
行
政
手
続
法
第
五
一
条
一
項
は
、

こ
の
実
体
的
な
要
件
と
し
て
三
つ
を
規
律
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
法

的
状
態
あ
る
い
は
事
実
状
態
が
変
化
し
た
場
合
、
②
新
し
い
証
拠
方
法
が

存
在
す
る
場
合
、
③
民
事
訴
訟
法
上
の
再
審
事
由
が
存
在
す
る
場
合
、
で
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あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
み
た
す
場
合
に
、
行
政
手

続
の
再
開
が
い
よ
い
よ
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
）
法
的
状
態
あ
る
い
は
事
実
状
態
が
変
化
し
た
場
合

　

第
一
号
は
、
事
実
あ
る
い
は
法
的
状
態
が
、
事
後
に
関
係
人
に
有
利
な

よ
う
に
変
更
さ
れ
た
場
合
に
手
続
の
再
開
を
認
め
る
。
第
一
号
が
問
題
と

な
る
の
は
、
当
該
処
分
時
に
は
適
法
で
あ
っ
た
行
政
処
分
が
、
持
続
的
効

果
を
持
ち
、
こ
の
効
果
が
現
在
の
事
実
あ
る
い
は
法
的
状
態
に
も
は
や
合

致
し
な
い
場
合
で
あ

（
（5
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
行
為
が
な
さ
れ
た
時
点
で

関
係
人
あ
る
い
は
行
政
庁
に
存
在
し
て
い
る
事
実
あ
る
い
は
法
的
状
態
で

は
、
第
一
号
に
よ
る
手
続
再
開
事
由
と
し
て
足
り
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

不
可
争
と
な
っ
た
行
政
処
分
に
と
っ
て
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
事
実
が
変

化
し
た
場
合
に
、事
実
状
態
の
変
化
が
あ
る
と
さ
れ

（
（5
（

る
。
知
見
の
発
達
も
、

事
実
の
変
化
と
評
価
さ
れ
う

（
（5
（

る
。

　

事
実
状
態
の
変
化
が
肯
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
亡
命
を
求
め
る
人
物

の
本
国
に
お
け
る
行
刑
や
政
治
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
迫
害
の
危
険
性
が

増
し
た
場

（
（6
（

合
、
経
験
則
の
根
拠
と
な
っ
た
事
実
の
変

（
（6
（

化
、
良
心
的
兵
役
拒

否
の
基
準
の

0

0

0

変
（
（6
（

更
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

反
対
に
、
事
実
状
態
の
変
化
が
否
定
さ
れ
た
事
例
と
し
て
、
単
な
る
行

政
実
務
の
変

（
（6
（

化
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

法
的
状
態
の
変
化
と
は
、
行
政
行
為
を
な
し
た
後
の
実
体
法
の

0

0

0

0

変
更
を

意
味
す

（
（6
（

る
。手
続
法
が
変
更
さ
れ
、現
在
で
は
変
更
さ
れ
た
手
続
法
に
よ
っ

て
行
政
行
為
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
手
続
法
の
変
更
だ

け
で
は
、
法
的
状
態
の
変
化
と
す
る
に
は
足
り
な

（
（6
（

い
。
し
た
が
っ
て
、
主

に
、
行
政
行
為
を
な
す
際
に
基
礎
と
な
っ
た
処
分
要
件
を
定
め
る
実
体
法

の
変
更
を
指
す
。

　

最
高
裁
判
所
の
判
決
に
お
け
る
法
解
釈
の
変
更
が
、
法
的
状
態
の
変
化

と
い
い
う
る
か
に
つ
い
て
は
、
行
政
手
続
法
の
公
布
以
前
か
ら
す
で
に
問

題
に
な
っ
て
い
た
が
、
行
政
手
続
法
第
五
一
条
に
よ
る
立
法
的
な
解
決
は

な
さ
れ
な
か
っ

（
（6
（

た
。
現
在
で
は
、
最
高
裁
判
所
に
よ
る
新
た
な
一
般
的
な

法
解
釈
が
な
さ
れ
な
い
限
り
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
の
変
更
は
、
法
的
状

態
の
変
化
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

（
（6
（

る
。
そ
の

理
由
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

（
（6
（

る
。
法
を
定
め
る
こ
と
が
立
法
者
の
課
題

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
裁
判
所
と
行
政
庁
は
、
憲
法
に
よ
る
権
力
分
立
原

則
に
従
っ
て
妥
当
す
る
法
を
適
用
す
る
。
新
た
な
も
し
く
は
変
更
さ
れ
た

最
高
裁
判
所
の
裁
判
は
、
当
該
行
政
行
為
が
違
法
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

を
示
す
に
す
ぎ

（
（6
（

ず
、
裁
判
に
よ
る
決
定
は
、
個
々
の
事
例
で
相
対
的
で
あ

り
、関
与
し
た
当
事
者
の
み
を
拘
束
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

有
力
な
異
論
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
高
裁
判
所
の
判
決
の
変
更
は
、
法
規

範
の
変
更
そ
れ
自
体
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
法
規
範
の
変
更
に
近
い
効
力



行政行為に対する継続的権利救済に関する研究

北法65（4・31）825

を
有
す
る
か
ら
、
法
的
状
態
の
変
化
を
肯
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す

（
（7
（

る
。

　

ま
た
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
、
行
政
実
務
や
行
政
規
則
の
変
更
も
、
法

的
状
態
の
変
化
と
は
考
え
ら
れ
な

（
（7
（

い
。

（
二
）
新
し
い
証
拠
方
法
（N

eue Bew
eism

ittel

）
が
存
在
す
る
場
合

　

第
二
号
は
、
関
係
人
に
と
っ
て
有
利
な
証
拠
方
法
が
提
出
さ
れ
た
と
き

に
は
、
手
続
の
再
開
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
。

　

証
拠
方
法
は
、
事
実
の
存
在
あ
る
い
は
不
存
在
の
確
信
を
示
す
の
に
適

し
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
認
識
方
法
で
あ

（
（7
（

る
。
行
政
手
続
法
第
二
六
条
第
一
項

第
二

（
（7
（

号
に
規
定
さ
れ
る
証
拠
方
法
が
参
考
に
な
る

（
（7
（

が
、
行
政
手
続
法
第
五

一
条
第
一
項
第
二
号
に
い
う
証
拠
方
法
は
、
書
証
を
証
拠
方
法
の
基
本
と

す
る
同
法
第
二
六
条
に
い
う
証
拠
方
法
に
限
定
さ
れ
な

（
（7
（

い
。
た
と
え
ば
、

文
書
と
並
ん
で
、
証
人
の
供
述
、
専
門
家
に
よ
る
鑑
定
書
、
実
況
見
分
さ

え
も
証
拠
方
法
と
さ
れ
う

（
（7
（

る
。

　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、
第
二
号
に
も
と
づ
く
申
立
て
に
対
し
て
、
新
し

い
証
拠
方
法
が
、
真
に
関
係
人
に
と
っ
て
有
利
な

0

0

0

決
定
を
も
た
ら
す
で
あ

ろ
う
こ
と
を
要
求
し
て
い

（
（7
（

る
。
ま
た
、
行
政
庁
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
処

分
の
場
合
に
は
、
新
し
い
証
拠
方
法
を
も
と
に
し
て
、
裁
量
行
使
に
瑕
疵

が
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
第
二
号
は
、
証
拠
方
法
を
「
新
た
な
」
証
拠
方
法
と
い
う
限

定
を
付
し
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
新
た
な
」
と
は
、
第
一
次
決
定
の
時

点
で
は
存
在
し
な
か
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
政
処
分
な
が
さ

れ
る
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
も
の
で
は
、
第
二
号
の
要
件
を
充
足
し

な
い
こ
と
に
な

（
（7
（

る
。
同
様
の
理
由
で
、
行
政
庁
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
用

い
ら
れ
な
か
っ
た
証
拠
方
法
は
、
行
政
処
分
が
な
さ
れ
る
段
階
で
す
で
に

存
在
し
て
い
た
証
拠
方
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
要
件
を
充
足
し

な
い
。

（
三
）
民
事
訴
訟
法
上
の
再
審
事
由
が
存
在
す
る
場
合

　

第
三
号
は
、
民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇
条
に
定
め
る
再
審
事
由
が
認
め
ら

れ
る
と
き
に
、
手
続
の
再
開
を
認
め
る
。
民
事
訴
訟
法
第
五
八
〇
条
は
、

民
事
訴
訟
の
再
審
事
由
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
司
法
に
よ
っ
て
再
審

が
認
め
ら
れ
る
事
由
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
が
再
開
を
認
め
な
い
の
は
い

か
に
も
不
合
理
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
第
三
号
が
設
け
ら
れ
た
と
一

般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
第
三
号
に
基
づ
い
て
手
続
の
再
開

が
認
め
ら
れ
る
事
例
は
多
く
な
い
。

三　

行
政
手
続
の
再
開
の
効
果
─
─
申
立
人
の
権
利
救
済
方
法

　

以
上
の
よ
う
に
、行
政
手
続
の
再
開
の
申
立
て
が
適
切
に
な
さ
れ
る
と
、
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行
政
庁
は
以
下
の
よ
う
な
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

①　

手
続
再
開
の
拒
絶
（
繰
返
措
置
（w

iederholende V
erfügung

）

と
呼
ば
れ
る
）

　

②　

手
続
を
再
開
し
た
後
の
、
当
該
事
案
に
お
け
る
申
立
人
の
要
求
の

拒
絶

　

③　

手
続
を
再
開
し
た
後
の
、
当
該
事
案
に
お
け
る
申
立
人
の
申
立
て

に
合
致
す
る
決
定

　

こ
れ
ら
の
三
つ
す
べ
て
の
決
定
は
、
行
政
行
為
と
み
な
さ
れ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
（7
（

　

こ
の
う
ち
、
③
手
続
が
再
開
さ
れ
、
申
立
人
の
申
立
て
に
合
致
す
る
決

定
が
な
さ
れ
た
場
合
は
、申
立
人
の
救
済
を
図
る
必
要
は
な
い
。し
た
が
っ

て
、
不
可
争
に
な
っ
た
行
政
行
為
の
手
続
再
開
を
求
め
る
申
立
人
の
権
利

保
護
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
以
下
の
二
つ
の
場
合
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
①
手
続
の
再
開
が
拒
否
さ
れ
て
そ
の
こ
と
が
宣
言
さ
れ
る
い
わ
ゆ

る
繰
返
措
置
（w

iederholende V
erfügung

）
が
な
さ
れ
る
場
合
と
、

②
手
続
が
再
開
さ
れ
、
二
次
決
定
（Zw

eitbescheid

）
と
し
て
、
最
初

の
処
分
（Erstbescheid

）
の
撤
回
あ
る
い
は
取
消
し
の
申
立
て
を
行
政

庁
が
認
容
し
な
い
場
合
で
あ
る
。

　

説
明
の
便
宜
上
、
②
の
場
合
か
ら
論
じ
、
次
の
①
の
場
合
を
論
じ
る
こ

と
に
す
る
。

（
一�

）
二
次
決
定
（Zw

eitbescheid

）
が
な
さ
れ
申
立
て
が
認
め
ら
れ
な

い
場
合

　

二
次
決
定
（Zw

eitbescheid

）
に
対
し
て
は
、
最
初
の
処
分

（A
usgangsbescheid

）に
対
す
る
の
と
同
じ
法
的
救
済
が
与
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
行
政
庁
は
二
次
決
定
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な

0

0

0

事
案

決
定
を
な
す
わ
け
で
、
こ
の
二
次
決
定
は
手
続
上
も
実
体
上
も
最
初
の
処

分
に
代
わ
る
も
の
で
あ
り
、
最
初
の
処
分
が
実
質
上
無
意
味
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
新
た
に
な
さ
れ
る
決
定
は
侵
害
的
な
決
定
と
な
る
か
ら
、

取
消
訴
訟
で
も
っ
て
争
わ
れ
う
る
し
、
ま
た
、
求
め
ら
れ
た
授
益
的
な
処

分
が
再
度
拒
絶
さ
れ
た
場
合
に
は
、
義
務
付
け
訴
訟
が
提
起
さ
れ
う

（
（8
（

る
。

（
二
）
繰
返
措
置
（w

iederholende V
erfügung

）
が
な
さ
れ
る
場
合

　

繰
返
措
置
が
な
さ
れ
た
場
合
、
つ
ま
り
、
行
政
庁
が
手
続
の
再
開
を
拒

否
し
た
場
合
、
関
係
人
は
、
手
続
の
再
開
の
拒
否
を
争
う
べ
き
か
、
あ
る

い
は
、（
手
続
の
再
開
を
求
め
る
こ
と
な
く
）
目
指
し
て
い
た
二
次
決
定

の
内
容
（
＝
再
開
の
申
立
て
が
向
け
ら
れ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る

い
は
変
更
）（D

urchgriff

）
を
直
接
求
め
て
出
訴
す
べ
き
か
争
い
が
み
ら

れ
（
（8
（

る
。
手
続
の
再
開
の
拒
否
を
争
う
場
合
、
関
係
人
は
、
手
続
を
再
開
す

る
と
い
う
行
政
庁
の
決
定
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、
義
務
付
け
訴
訟
を
提
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起
す
る
こ
と
に
な
る
（
な
お
、
こ
こ
で
取
消
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
は
通

説
に
よ
れ
ば
で
き
な

（
（8
（

い
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
目
指
し
て
い
た
二
次
決
定

の
内
容
を
直
接
求
め
る
場
合
は
、
目
指
す
べ
き
二
次
決
定
を
求
め
る
義
務

付
け
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
権
限
あ
る
行
政
庁
が
、
再
開
の
申
立
て
を
拒
絶
も
し

く
は
十
分
な
理
由
な
し
に
適
当
な
期
間
内
に
決
定
し
な
い
場
合
（
行
政
裁

判
所
法
第
七
五
条
）、
申
立
人
は
、
即
座
に
再
開
の
申
立
て
が
向
け
ら
れ

た
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更
を
行
政
庁
に
義
務
付
け
る
訴
訟
を

提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
さ
し
あ
た
り
手
続

の
再
開
に
つ
い
て
の
義
務
付
け
の
み
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
に
す
ぎ
な

い
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。

　

連
邦
行
政
裁
判
所
は
、基
本
的
に
、実
体
的
な
二
次
決
定（Zw

eitbescheid

）

の
性
質
が
覊
束
的
行
政
行
為

0

0

0

0

0

0

0

（gebundene V
erw

altungsakt

）
で
あ

0

0

る
か
ど
う
か

0

0

0

0

0

を
議
論
の
出
発
点
と
し
て
い

（
（8
（

る
。
つ
ま
り
、
実
体
的
な
二
次

決
定
（Zw

eitbescheid

）
の
性
質
が
覊
束
的
行
政
行
為
で
あ
れ
ば
、
再

開
の
申
立
て
の
対
象
と
な
っ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
な
い
し
変
更
を
行
政

庁
に
義
務
付
け
る
訴
訟
の
提
起
が
可
能
で
あ
る
が
、
裁
量
的
行
政
行
為
で

あ
れ
ば
、
手
続
の
再
開
を
行
政
庁
に
義
務
付
け
る
訴
訟
の
提
起
が
可
能
と

な
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
と
な
る
。
行
政
庁
に
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
行
政
行

為
の
場
合
に
、
二
次
決
定
を
出
す
べ
き
か
否
か
を
審
査
す
る
こ
と
に
裁
判

所
が
慎
重
に
な
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
学
説
は
、
二
次
決
定
で
求
め
ら
れ
る
行
為
が
、
覊
束
的

行
政
行
為
で
あ
る
の
か
裁
量
的
行
政
行
為
で
あ
る
の
か
の
観
点
に
加
え

て
、
訴
訟
経
済
の
観
点
か
ら
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
が
一

般
的
の
よ
う
で
あ

（
（8
（

る
。
つ
ま
り
、
再
開
の
申
立
て
が
向
け
ら
れ
た
行
政
行

為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更
（D

urchgriff

）
を
直
接
義
務
付
け
訴
訟
で

求
め
る
方
が
、
訴
訟
経
済
的
に
は
正
当
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

さ
ら
に
、
ザ
ッ
ク
ス
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
、
訴
訟
経
済
の
観
点
を

中
心
に
こ
の
問
題
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

　
「
し
か
し
、
本
案
判
決
を
求
め
る
訴
訟
の
直
接
の
関
連
は
、
覊
束
的
あ

る
い
は
裁
量
の
中
に
あ
る
決
定
と
し
て
の
そ
の
特
性
に
よ
り
え
な
い
。

…
…
訴
訟
は
、
常
に
、
最
終
的
に
求
め
ら
れ
た
二
次
決
定
に
向
け
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
行
政
裁
判
所
が
、
再
開
を
求
め
る
申
立
て
の
理

由
の
有
無
（Begründetheit

）
を
当
該
事
案
に
お
け
る
成
功
の
見
込
み

に
大
い
に
依
存
さ
せ
て
い
る
な
ら
ば
、
実
際
、
こ
の
処
理
（
解
決
策
）

（
再
開
の
申
立
て
が
向
け
ら
れ
た
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更

（D
urchgriff

）－

訳
者
註
）
が
、
訴
訟
経
済
的
に
と
り
わ
け
有
効
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ

（
（8
（

る
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
ザ
ッ
ク
ス
は
、
当
該
行
政
行
為
の
裁
量
の
有
無
が
、
手

続
の
再
開
を
求
め
る
べ
き
か
、
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更
を
求
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erw
G N

V
w
Z 1991, 272.

（
63
）BV

erw
G BayV

Bl 1993, 308; BV
erw

G N
V
w
Z-RR 1994, 

119; K
opp/Ram

sauer, a. a. O
. (A

nm
. 47), §

 51, Rn. 29; 
BV

erfG 80, 26.

（
64
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 30.

（
65
）BV

erw
GE 60, 324.

（
66
）Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 

106 ff.

（
67
）BV

erw
G N

V
w
Z 1982, 500; BV

erw
G N

V
w
Z 1989, 162; 

K
opp/R

am
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, R

n. 30;  
Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 106; 

T
horsten Sasse, a. a. O

. (A
nm

. 51), S. 495; R
udolf 

S
ch

m
id

t, W
ied

erau
fg

reifen
 u

n
an

fech
tb

ar 
abgeschlossner V

erw
altungsverfahren aufgrund einer 

め
る
べ
き
か
の
基
準
と
は
な
ら
な
い
と
し
、
訴
訟
経
済
を
理
由
と
し
て
、

常
に
行
政
行
為
の
取
消
し
あ
る
い
は
変
更
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
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Ä
nderung höchstrichterlicher Rechtsprechung, S. 25 ff.

（
68
）T

horsten Sasse, a. a. O
. (A

nm
. 51), S. 495.

（
69
）D

etterbeck, A
llgem

eines V
erw

altungsrecht m
it 

V
erw

altungsprozessrecht, 6. A
ufl., 2008, Rn. 770.

（
70
）M

eyer/Borgs, a. a. O
. (A

nm
. 44), §

 51, Rn. 15; K
nack, 

V
erw

altungsverfahrensgesetz K
om

m
entar, 8. A

ufl., 
2003, §

 51, Rn. 38.

（
71
）Kopp/Ram

sauer, a. a. O. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 30; Oberm

ayer, 
K
om

m
entar zum

 V
erw

altungsverfahrensgesetz, 3. A
ufl., 

1999, §
 51, Rn. 54; T

horsten Sasse, a. a. O
. (A

nm
. 51), S. 

495.

（
72
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 32a; 

T
horsten Sasse, a. a. O

. (A
nm

. 51), S.495; BV
erw

GE 82, 
272, 276.

（
73
）
行
政
手
続
法
第
二
六
条
第
一
項
本
文
は
、「
行
政
庁
は
、
義
務

に
か
な
っ
た
裁
量
に
従
っ
て
事
実
関
係
の
調
査
に
必
要
と
認
め
る

証
拠
方
法
を
利
用
す
る（
以
下
略
）」と
規
定
し
、そ
の
第
二
号
で
、

「
関
係
人
の
聴
聞
、
証
人
及
び
鑑
定
人
の
尋
問
又
は
関
係
人
、
鑑

定
人
及
び
証
人
の
書
面
に
よ
る
又
は
電
子
的
な
方
法
に
よ
る
意
見

の
聴
取
」
を
証
拠
方
法
と
し
て
例
示
し
て
い
る
。

（
74
）T
horsten Sasse, a. a. O

. (A
nm

. 51), S. 495.

（
75
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 32a.

（
76
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 32a; 

Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O
. (A

nm
. 45), §

 51, Rn. 114; 
T
horsten Sasse, a. a. O

. (A
nm

. 51), S. 495.

（
77
）BV

erw
G N

JW
 1982, 2204.

（
78
）M

aurer, A
llgem

eines V
erw

altungsrecht, 17. A
ufl., 

2009, §
 11, Rn. 55; T

horsten Sasse, a. a. O
. (A

nm
. 51), S. 

495.

（
79
）Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 10.

（
80
）Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 74.

（
81
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 53 ff.

（
82
）
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
申
請
拒
否
処
分
が
な
さ
れ
た
場
合
に
、

義
務
付
け
訴
訟
の
提
起
に
代
え
て
申
請
拒
否
処
分
の
取
消
訴
訟
を

提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
申
請
拒
否
処
分
の
取
消
訴
訟
は
、「
孤
立
し
た
取
消
訴

訟
（isolierte A

nfechtungsklage

）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の

「
孤
立
し
た
取
消
訴
訟
」
の
適
法
性
に
つ
い
て
は
、
否
定
す
る
見

解
が
有
力
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
行
政
裁
判
所
法
第
一
一
三
条

第
一
項
・
第
五
項
が
、
違
法
な
行
政
行
為
に
対
し
て
は
取
消
判
決

を
、
申
請
に
か
か
る
行
政
行
為
の
違
法
な
拒
否
に
対
し
て
は
義
務

付
け
判
決
を
そ
れ
ぞ
れ
言
い
渡
す
も
の
と
規
定
し
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
有
力
説
に
よ
れ
ば
、
申
請
拒
否
処
分
に
対
す
る

取
消
訴
訟
は
不
適
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
に
、
義
務

付
け
訴
訟
の
も
つ
意
義
は
大
き
い
と
い
え
る
。
義
務
付
け
判
決
に
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お
わ
り
に

一　

本
稿
の
要
約

　

本
稿
の
分
析
に
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、「
行
政
手
続
の
再
開
」
と
い
う
法
理

が
判
例
主
導
で
形
成
さ
れ
、
最
終
的
に
は
、
連
邦
行
政
裁
判
所
が
「
行
政

法
の
不
文
の
一
般
原
則
」
と
し
て
承
認
し
た
こ
と
（
不
文
の
法
理
と
し
て

は
、
こ
れ
と
矛
盾
す
る
申
請
拒
否
処
分
の
取
り
消
し
が
含
ま
れ
る

も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
、
原
告
と
し
て
は
、
履
行
訴
訟
と
あ

わ
せ
て
申
請
拒
否
処
分
の
取
り
消
し
を
認
め
る
必
要
は
な
い
し
、

裁
判
所
と
し
て
も
、
判
決
主
文
に
お
い
て
、
申
請
拒
否
処
分
の
取

り
消
し
を
言
い
渡
す
必
要
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

（
83
）BV

erw
G N

JW
 1982, 2204 f.; BV

erw
G N

JW
 1985, 280; 

BV
erw

G N
V
w
Z 1986, 293; Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. 
(A

nm
. 45), §

 51, Rn. 70.

（
84
）K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. (A
nm

. 47), §
 51, Rn. 53 ff.; 

M
eyer/Borgs, a. a. O

. (A
nm

 44), §
 51, Rn. 24.

（
85
）Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 71.

の
行
政
手
続
の
再
開
）。
そ
し
て
、
行
政
手
続
法
の
制
定
時
に
は
、
手
続

再
開
法
理
を
不
文
の
一
般
原
則
の
ま
ま
に
し
て
お
く
わ
け
に
は
い
か
な
い

と
考
え
ら
れ
、「
行
政
手
続
の
再
開
」
が
実
定
法
上
の
制
度
と
し
て
確
立

す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、「
行
政
手
続
の
再
開
」
と
い
う
法
制
度

を
持
た
な
い
が
、
ド
イ
ツ
行
政
法
学
の
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
わ
が
国

の
行
政
法
学
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
義
を
有
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

第
二
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
お
い
て
生
成
・
発
展
さ
せ

ら
れ
、
実
定
法
上
定
め
ら
れ
て
い
る
「
行
政
手
続
の
再
開
」
と
い
う
制
度

は
、
不
可
争
力
を
生
じ
た
行
政
処
分
に
つ
い
て
、
そ
の
取
消
し
・
変
更
を

求
め
る
市
民
の
申
立
て
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
る
手
続
で
あ
る
こ
と
（
市
民

主
導
の
行
政
手
続
の
再
開
）。
行
政
行
為
の
後
の
事
情
の
変
更
を
う
ま
く

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
わ
が
国
の
行
政
法
学
な
い
し
行
政
法
理

論
と
比
較
し
た
と
き
、
こ
の
制
度
が
有
す
る
意
義
は
大
き
い
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

　

第
三
に
、「
行
政
手
続
の
再
開
」
の
申
立
て
に
対
し
て
、
行
政
庁
は
一

定
の
応
答
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
応
答
は
行
政
行
為
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
。
行

政
処
分
が
不
可
争
と
な
っ
て
い
て
も
、
当
該
行
政
処
分
手
続
の
再
開
を
適

法
に
申
立
て
た
な
ら
ば
、
こ
の
申
立
て
に
対
す
る
応
答
が
行
政
処
分
で

も
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
応
答
に
不
満
が
あ
る
と
い
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う
場
合
、
今
度
は
出
訴
期
間
内
に
当
該
応
答
を
め
ぐ
っ
て
訴
訟
を
提
起
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
最
終
的
に
は
、
不
可
争
力
の
生
じ

た
行
政
処
分
に
つ
い
て
も
行
政
手
続
の
再
開
を
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
訴

訟
の
ル
ー
ト
に
の
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
（
訴
訟
の
途
を
開

く
行
政
手
続
の
再
開
）。

二　

今
後
の
課
題

　

も
っ
と
も
、
本
稿
で
は
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

事
項
も
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
に
、
本
稿
の
要
約
の
第
三
点
と
も
関
連
す
る
が
、
行
政
手
続
の
再

開
を
介
し
た
後
の
訴
訟
ル
ー
ト
で
の
権
利
救
済
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て

は
、
十
分
な
分
析
・
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

手
続
の
再
開
そ
れ
自
体
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
や
、
手
続
の
再
開
後
の
二
次

決
定
と
し
て
申
立
て
が
拒
絶
さ
れ
た
場
合
、
利
害
関
係
人
と
し
て
は
、
そ

れ
ら
の
拒
絶
を
と
ら
え
て
取
消
訴
訟
な
い
し
義
務
付
け
訴
訟
を
提
起
す
る

こ
と
と
な
る
。
こ
の
訴
訟
に
お
け
る
不
可
争
力
発
生
後
の
行
政
処
分
に
対

す
る
権
利
救
済
の
あ
り
よ
う
の
分
析
を
行
っ
て
、本
稿
の
標
題
で
あ
る「
行

政
行
為
に
対
す
る
継
続
的
権
利
救
済
」が
実
現
可
能
と
な
る
。そ
こ
で
、「
行

政
手
続
の
再
開
」
後
に
な
さ
れ
る
訴
訟
に
注
目
し
、
こ
れ
か
ら
検
討
を
及

ぼ
し
た
い
。

　

ま
た
、
手
続
の
再
開
を
求
め
る
申
立
て
が
成
功
し
、
再
開
の
手
続
に
お

い
て
申
立
人
に
と
っ
て
有
利
な（positiv

）事
案
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、

申
立
人
は
、
行
政
行
為
の
撤
回
に
つ
い
て
と
同
様
に
、
行
政
庁
に
対
し
て

損
害
賠
償
請
求
権
・
補
償
請
求
権
・
結
果
除
去
請
求
権
を
有
し
う
る
。
手

続
の
再
開
の
効
果
の
一
側
面
と
し
て
、
申
立
人
が
財
産
上
の
損
失
を
受
け

た
場
合
の
金
銭
的
な
賠
償
な
い
し
補
償
に
つ
い
て
も
、
手
続
再
開
後
の
権

利
救
済
の
あ
り
よ
う
と
し
て
検
討
を
す
る
必
要
が
あ

（
（8
（

る
。

　

第
二
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
行
政
手
続
の
再
開
」
と
し
て
取
り
上
げ

た
事
例
お
よ
び
法
制
度
は
、
い
ず
れ
も
一
般
法
で
あ
る
連
邦
行
政
手
続
法

に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、個
別
法
上
の「
行
政
手
続
の
再
開
」を
分
析
・

検
討
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。「
行
政
手
続
の
再
開
」
の

法
理
な
い
し
制
度
の
分
析
・
検
討
と
し
て
よ
り
精
緻
な
も
の
と
す
る
た
め

に
は
、
各
論
に
あ
た
る
法
領
域
に
お
け
る
「
行
政
手
続
の
再
開
」
も
検
討

の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、行
政
手
続
法
、

社
会
法
、
租
税
法
の
三
領
域
は
、「
行
政
手
続
に
関
す
る
三
本
柱
（D

rei-

Säulen

）」
と
称
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
の
法
領
域
に
お
け
る
「
行
政
手
続

の
再
開
」
に
該
当
す
る
規
定
の
沿
革
、
要
件
お
よ
び
効
果
等
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
た
い
。

　

第
三
に
、
一
九
二
五
年
に
制
定
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
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法
の
「
行
政
手
続
の
再
審
」
の
制
度
が
、
隣
国
の
ド
イ
ツ
に
与
え
た
影
響

（
あ
る
い
は
、
影
響
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
）
を
十
分
に
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
一
般
行
政
手
続
法
が
定
め
る
「
行
政
手
続
の
再
審
」
と
ド
イ
ツ

連
邦
行
政
手
続
法
が
定
め
る
「
行
政
手
続
の
再
開
」
は
、
文
言
の
上
で
は

類
似
し
て
お
り
、
前
者
が
後
者
に
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
が
、
ド
イ
ツ
連
邦
行
政
手
続
法
の
制
定
過
程
に
お
い
て
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
法
を
参
照
し
た
と
い
う
記
録
は
、
少
な
く
と
も
「
行
政
手
続
の
再

開
」
に
関
す
る
限
り
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
に
お

け
る
「
行
政
手
続
の
再
開
」
の
歴
史
的
な
発
展
・
生
成
を
よ
り
明
確
に
す

る
た
め
に
は
、
こ
の
点
の
解
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

註
（
86
）
損
害
賠
償
請
求
権
（Schadensersatzansprüch

）・
補
償
請

求
権
（Erstattungsansprüch

）・
結
果
除
去
請
求
権

（Folgenbeseitigungsansprüch

）
も
申
立
人
の
権
利
救
済
と

し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
（vgl., K

opp/Ram
sauer, a. a. O

. 
(A

nm
. 47), §

 51, Rn. 55.

）。
手
続
の
再
開
を
求
め
る
申
立
て

が
成
功
し
、
再
開
の
手
続
に
お
い
て
申
立
人
に
と
っ
て
肯
定
的
な

（
有
利
な
）（positiv

）
事
案
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
、申
立
人
は
、

行
政
行
為
の
撤
回
に
つ
い
て
と
同
様
（vgl., Stelkens/Bonk/

Sachs, a. a. O
. (A

nm
. 45), §

 51, Rn. 67; O
berm

ayer, a. a. 
O
. (A

nm
. 71), §

 51, Rn. 113f.

）、
行
政
庁
に
対
し
て
損
害
賠

償
請
求
権
・
補
償
請
求
権
・
結
果
除
去
請
求
権
を
有
し
う
る
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、
新
し
い
決
定
が
な
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
不
利

益
に
関
係
す
る
第
三
者
（nachteilig betroffene D

ritte

）
も
、

補
償
請
求
権
（Entschädigungsansprüch

）
を
有
す
る
（V

gl., 
Stelkens/Bonk/Sachs, a. a. O

. (A
nm

. 45), §
 51, Rn. 67.

）。


